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料

董
　
　
輔

乃

一
而
川

「
こ
と
な
る
拡
大
再
生
産
の
途
の
下
で
の

　
　
　
　
　
杜
会
主
義
的
再
生
産
の
比
例
関
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
の
具
体
化
に
つ
い
て
の
再
論
－
－
；
－
」

　
（
「
関
於
不
同
拡
大
再
生
産
途
倭
下
的
杜
会
主
義
再
生
産
比
例
関
係
問
題
　
　
馬
克
思
再
生
産
公
式
具
体
化
問
題
的
再
探
索
」

　
『
経
済
研
究
』
一
九
六
三
年
第
十
一
期
、
三
七
～
五
〇
頁
）

松
　
野
－

刀
口
同

二

ま

え
　
が

き

　
輩
補
棚
氏
は
、
さ
き
に
、
杜
会
的
生
産
物
の
生
産
と
使
用
の
統
一
と
い
う
視
点
に
た
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
の
具
休
化

に
っ
い
て
端
緒
的
な
検
討
を
お
こ
な
い
、
具
体
化
さ
れ
た
阿
生
庵
表
式
を
試
み
に
設
定
し
、
促
起
し
た
（
「
立
命
館
経
済
学
』
第
十
二
巻

第
四
号
を
参
照
）
。
董
輔
祀
氏
は
、
雄
一
論
文
に
お
い
て
、
な
お
若
干
の
動
態
要
楽
を
行
漁
の
う
ち
に
導
入
し
、
そ
れ
ら
要
素
が
杜
八
ム

的
再
生
産
に
あ
た
え
る
影
響
を
考
察
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
渚
安
素
の
な
か
で
、
こ
と
な
る
仏
大
再
生
産
の
途



の
多
様
な
結
合
と
い
う
要
素
の
導
人
が
の
こ
さ
れ
て
い
た
。

　
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
そ
の
再
生
唯
表
式
に
お
い
て
、
た
だ
労
働
者
数
の
州
加
と
い
う
一
租
類
の
払
大
再
生
産
の
途

を
考
察
す
る
に
と
ど
ま
り
、
技
術
的
遮
少
と
労
働
生
産
性
の
向
上
お
よ
び
技
術
的
惟
少
が
も
た
ら
す
生
産
資
料
の
節
約
に
よ
る
と
こ

ろ
の
い
ま
一
つ
の
拡
大
再
生
産
の
途
を
捨
像
し
、
ま
た
、
杜
会
的
労
働
生
座
性
の
向
上
に
よ
る
杜
会
的
生
産
払
大
の
途
を
も
捨
象
し
、

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
労
働
者
の
平
均
賃
金
を
不
変
の
も
の
と
に
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
条
件
設
定
の
た
め
に
、
マ
ル

ク
ス
の
再
生
産
表
式
に
お
い
て
、
各
種
の
払
大
再
生
陸
の
途
の
結
八
〕
・
組
み
あ
わ
せ
、
お
よ
び
労
働
者
の
平
均
賃
金
と
労
働
生
産
性

の
あ
い
だ
の
対
比
閑
係
の
変
化
が
も
た
ら
す
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
閑
係
の
変
鋤
を
考
察
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
董
氏
の
第
二
論
文
は
、
マ
ル
ク
ス
が
捨
象
し
た
こ
と
な
る
拡
大
再
生
産
の
途
と
い
う
要
素
を
　
　
レ
ー
ニ
ソ
が

「
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
っ
い
て
」
に
お
い
て
、
有
機
的
構
成
の
変
化
を
考
慮
に
い
れ
、
技
術
的
遊
歩
っ
ま
り
（
Ｖ
一
ｃ
）
の
低
減
と

い
う
要
素
を
く
わ
え
て
、
再
生
産
論
を
展
閉
し
た
、
こ
と
に
ホ
唆
さ
れ
て
　
　
再
生
産
論
朕
閉
の
条
咋
設
定
の
な
か
に
導
人
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
杜
会
的
再
生
産
の
実
物
母
の
比
例
閑
係
を
一
歩
た
ち
い
っ
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
行
論
の
過
枠
で
、

そ
の
ほ
か
、
労
働
者
の
平
均
賃
金
の
変
化
、
蓄
債
と
消
費
の
比
例
の
変
化
な
ど
に
も
論
及
し
、
あ
わ
せ
て
、
杜
会
十
工
義
的
再
生
産
の

特
貫
を
も
究
閉
し
よ
う
と
す
る
。

　
第
一
楡
文
と
構
二
諭
文
に
つ
づ
い
て
、
術
補
而
氏
は
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
郁
門
の
比
例
と
の
閑
床
」
（
『
維
済
研
究
』
一
九

六
四
年
第
八
期
、
五
二
～
六
四
頁
）
を
潅
表
し
て
い
る
。
菰
氏
は
こ
の
第
三
約
文
で
、
箪
二
淋
文
巾
で
捨
象
し
た
若
十
の
要
素
、
つ
ま

り
、
労
働
生
膿
性
の
変
動
が
労
働
考
の
生
陸
資
金
装
附
率
の
変
莇
と
不
一
致
で
あ
り
う
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
…
の
村
比
閑
係
の
変
化

が
各
郁
門
の
労
働
生
確
性
と
労
働
者
の
平
均
的
火
貰
所
得
の
村
比
閑
係
の
変
化
が
不
一
致
で
あ
り
う
る
こ
と
、
↓
ヤ
一
た
、
こ
れ
ら
に
よ

　
　
　
菰
輔
棚
「
こ
と
な
る
拡
大
再
生
産
の
途
の
下
で
の
杜
会
主
義
的
再
生
陸
の
比
例
関
係
一
」
つ
い
て
一
（
松
野
）
　
九
一
　
（
二
六
七
）

○
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九
二
　
（
二
六
八
）

っ
て
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
各
部
門
の
実
物
量
上
の
資
金
の
有
機
的
構
成
の
変
化
が
不
一
致
で
あ
り
う
る
こ
と
、
な
ど
を
導
入
し

て
、
こ
れ
ら
諸
要
素
が
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
関
係
さ
ら
に
二
部
門
の
生
産
比
例
に
あ
た
え
る
影
響
を
考
察
し
て
い
る
。
近
い
機
会

に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
義
に
お
け
る
内
包
的
な
拡
大
再
牛
産
を
研
究
す
る
さ
い
、
わ
れ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
杜
く
ム
主
義
的
再
生
産
の
質
木
主
義
と
わ
け
ら
れ
る
特
徴
を
考
慮
し
、

　
叙
述
の
便
官
か
ら
、
ま
ず
、
労
働
生
産
性
の
向
上
と
い
う
情
況
の
下
　
　
　
マ
ル
ク
ス
と
レ
ー
ニ
ン
が
提
起
し
た
原
理
を
杜
会
ヤ
義
連
設
の
実
践
の

で
の
杜
会
主
義
的
再
生
産
の
比
例
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
　
　
　
な
か
で
、
具
体
的
に
運
用
し
う
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
さ
い
、
っ
ぎ
の
諾
点
が
と
り
わ
け
考
応
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

　
労
働
牛
産
性
の
向
上
は
、
そ
れ
が
技
術
的
遊
歩
と
関
連
す
る
故
に
、
　
　
　
あ
ろ
う
。

礼
会
的
牛
産
を
拡
大
す
る
煎
焚
な
途
で
あ
り
、
も
っ
と
も
先
遊
的
な
途
　
　
　
　
ま
ず
第
一
に
、
胴
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
の
〃
牛
産
大
式

で
あ
る
。
杜
会
セ
表
雄
設
が
一
定
の
股
附
に
到
連
し
て
い
て
い
ご
も
、
　
　
　
で
は
、
労
働
人
貝
の
州
加
と
い
う
生
陸
拡
大
の
途
が
考
察
さ
れ
る
に
と

労
働
牛
帷
性
の
向
上
は
や
は
り
杜
八
ム
的
牛
陸
を
拡
大
す
る
も
っ
と
も
土
　
　
　
ど
ま
り
、
杜
八
ム
の
労
働
生
陸
件
の
向
上
と
い
う
も
う
一
っ
の
小
帷
払
大

要
な
途
で
あ
る
。
礼
八
ム
盲
衷
的
町
生
産
は
、
木
貫
上
、
技
術
的
逃
歩
・
　
　
　
の
途
が
捨
象
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
か
れ
の
町
乍
陸
尖
人
で
は
、
価
仙
批

労
働
小
床
化
の
向
上
を
？
つ
じ
て
火
岨
さ
れ
る
内
包
的
な
拡
大
町
へ
雌
　
　
　
の
側
而
に
お
け
る
礼
公
的
小
水
の
坦
棋
と
比
例
、
と
火
物
＾
に
お
け
る

を
そ
の
叫
榊
と
す
る
、
　
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
〕
労
例
へ
比
休
が
向
上
す
　
　
　
帆
棋
と
比
例
は
、
側
態
の
う
え
で
完
企
に
一
孜
し
て
い
る
、
レ
ー
ニ
ン

る
も
と
で
の
什
公
的
町
へ
水
の
比
例
閑
係
は
従
米
さ
ほ
ど
研
究
さ
れ
な
　
　
　
の
一
小
す
す
ん
た
町
小
水
大
人
で
は
、
労
仰
人
〔
一
の
川
加
と
い
う
乍
比

か
っ
た
。
レ
ー
ニ
ン
の
こ
の
而
に
お
け
る
研
先
が
わ
れ
わ
れ
に
は
か
り
　
　
　
払
人
の
途
（
吋
少
竹
木
の
川
川
と
し
で
．
．
小
さ
れ
る
）
が
考
炎
さ
ハ
た
た

し
れ
斤
い
．
小
唆
を
あ
た
え
て
い
る
こ
と
は
う
た
が
い
爪
い
が
、
そ
れ
と
　
　
　
け
で
は
た
く
、
批
術
止
小
・
労
働
乍
｛
甘
の
向
上
と
い
う
小
水
払
人
の

て
、
資
木
上
五
的
町
牛
水
を
研
先
対
役
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
　
礼
会
　
　
　
途
（
資
木
の
付
慨
的
構
成
の
向
上
と
し
て
．
小
さ
れ
る
）
が
専
人
き
れ
て

、



い
る
・
し
か
し
・
レ
ー
ニ
ソ
の
再
生
産
表
式
で
も
、
価
値
量
の
側
而
に
　
　
　
大
す
る
可
能
性
は
、
剰
余
労
働
の
大
小
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
は

お
け
る
杜
公
的
生
産
の
挑
模
と
比
例
が
考
察
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
　
　
　
な
く
、
一
定
の
剰
余
労
働
時
問
内
に
ど
れ
ほ
ど
の
、
使
州
価
仙
が
牛
産
さ

ら
の
実
物
姓
の
側
面
に
洋
る
変
化
は
婁
化
さ
れ
サ
）
レ
ー
一
ソ
は
、
　
れ
う
る
か
に
よ
一
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
ふ
れ
て
、
一

資
本
十
工
義
的
再
生
産
を
研
究
の
対
象
と
し
た
の
で
あ
り
、
価
仙
虹
の
側
　
　
　
ル
ク
ス
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
；
「
ど
れ
だ
け
の
使
用
価
伽
が

面
か
ら
考
察
し
た
の
は
う
た
が
い
も
な
く
正
当
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
　
　
一
定
の
峠
閉
中
し
た
が
っ
て
ま
た
一
定
の
剰
余
労
働
昨
閉
中
に
牛
虚
さ

資
本
家
に
と
っ
て
煎
要
な
の
は
、
か
れ
の
資
本
価
値
の
拡
大
再
牛
産
で
　
　
　
れ
る
か
は
、
労
働
の
生
産
性
に
依
仔
す
る
。
だ
か
ら
、
祉
公
の
現
実
的

あ
り
・
牛
産
物
の
使
用
価
仙
の
拡
大
再
乍
産
は
、
使
用
価
伸
が
価
他
の
　
　
　
富
、
お
よ
び
、
祉
八
ム
の
再
生
産
過
程
の
た
、
え
ざ
る
拡
大
の
可
能
性
は
、

物
質
的
に
な
い
手
で
あ
る
眼
り
に
お
い
て
の
み
、
忠
味
を
も
っ
か
ら
で
　
　
　
剰
余
労
働
の
長
さ
に
依
仔
す
る
の
で
は
な
く
、
剰
余
労
働
の
乍
産
性
に
、

あ
る
。
杜
会
主
義
杜
八
ム
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
杜
八
ム
的
阿
生
産
の
比
例
閉
　
　
　
お
よ
び
、
そ
の
も
と
で
刷
余
労
働
が
行
た
わ
れ
る
生
産
淋
条
件
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

題
を
研
究
す
る
さ
い
も
、
価
値
最
が
杜
会
的
労
働
の
分
配
と
血
接
関
連
　
　
　
の
登
富
さ
の
大
小
に
、
依
存
す
る
」
、
　
価
他
肚
側
面
か
ら
の
考
察
に
よ

す
る
故
に
・
価
他
最
の
比
例
関
係
と
い
う
一
面
を
軽
硯
す
る
こ
と
は
ゆ
　
　
　
る
だ
け
で
は
、
労
働
生
座
性
の
変
化
が
・
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
杜
公
的
阿

る
さ
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
囚
比
維
済
を
芯
識
的
に
糾
織
　
　
　
生
産
の
諾
側
面
に
お
け
る
杣
互
閑
係
の
変
化
を
企
面
的
に
閉
、
小
し
、
”
ん
な

す
る
た
め
に
、
火
物
批
の
側
面
に
お
け
る
阿
生
産
の
娩
棋
と
比
例
関
係
　
　
　
い
。

を
研
究
す
る
必
祭
あ
る
・
そ
の
措
は
・
一
っ
に
は
、
技
肥
珪
　
　
第
二
、
、
傷
乍
偉
の
｝
ぞ
た
ら
す
仕
会
的
牢
麻
の
火
仰
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
の
比
例
関
係
の
変
化
を
川
ら
か
に
す
る
雌
の
一
っ
は
、
資
企
の
灯
機

・
ｗ
ガ
働
止
↓
舵
性
一
の
・
阿
上
が
、
什
人
ム
的
町
・
牛
土
雁
の
価
川
…
批
の
舳
〃
能
山
に
杉
徽
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
構
成
の
火
杓
上
で
の
変
化
を
川
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
胴
如
の

す
る
ぼ
か
り
か
、
よ
り
大
き
な
程
度
で
、
火
物
枇
の
幼
態
に
杉
禅
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
と
レ
ー
ニ
ノ
の
阿
乍
雌
尖
式
で
は
い
ず
れ
も
、
考

か
ら
で
あ
り
、
二
つ
に
は
、
祉
会
的
需
要
の
充
足
度
が
乍
陸
拘
の
価
仙

批
の
大
小
に
よ
一
て
寝
に
決
定
さ
れ
る
の
で
迂
く
、
脂
桃
の
　
察
を
す
す
め
る
う
、
”
一
で
、
可
存
木
の
帯
ト
の
荏
と
、
脇
人
。
。
一
の

多
少
に
れ
批
依
作
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ぼ
、
礼
会
的
乍
陸
を
拡
　
　
　
変
幼
が
一
致
す
る
（
っ
ま
り
、
、
〃
働
打
の
干
均
ほ
企
は
不
変
で
あ
る
）

　
　
　
　
菰
輔
棚
「
こ
と
な
る
拡
大
再
牛
産
の
途
の
下
で
の
汁
へ
ぐ
工
義
的
再
生
陸
の
比
例
閑
係
に
つ
い
て
」
（
い
甘
野
）
　
九
二
　
（
二
六
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
三
号
）

と
仮
定
し
、
可
変
資
本
の
増
加
は
労
働
者
の
相
応
じ
た
増
加
を
意
味
し

て
い
る
。
資
本
主
義
的
再
生
産
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
理
論
上
の

仮
定
は
ま
っ
た
く
許
容
さ
れ
る
。
な
普
な
ら
ぼ
、
資
本
主
義
杜
会
で
は
、

労
働
生
産
性
の
向
上
が
労
働
者
の
平
均
的
実
質
賃
金
の
増
加
を
常
に
は

と
も
な
わ
ず
、
か
え
っ
て
、
労
働
力
の
価
値
の
低
下
を
も
た
ら
す
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
析
を
す
す
め
る
う
え
で
、
労
働
力
の
価
値

し
た
が
っ
て
平
均
賃
金
を
不
変
で
あ
る
と
一
般
的
に
仮
定
し
う
る
。
こ

う
し
た
仮
定
の
下
で
、
も
し
、
生
産
資
料
の
価
値
が
労
働
生
産
性
の
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

上
に
よ
っ
て
低
下
す
る
こ
と
を
考
慮
し
な
い
な
ら
ぼ
、
資
本
の
技
術
的

構
成
の
向
上
が
資
本
の
価
値
的
構
成
の
向
上
に
直
接
反
映
し
、
し
た
が

っ
て
資
木
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
。
マ
ル

ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
の
再
生
産
表
式
で
は
、
資
木
の
有
機
的
構
成
は
費
本

要
素
の
価
値
量
の
対
比
関
係
を
さ
し
て
い
る
（
マ
ル
ク
ス
は
、
資
木
の

有
機
的
構
成
と
は
資
木
の
技
術
的
構
成
に
規
例
さ
れ
、
か
っ
資
本
の
技

術
的
構
成
を
反
映
す
る
と
こ
ろ
の
資
木
の
伽
仙
的
構
成
の
こ
と
で
あ
る
、

と
の
べ
て
い
る
）
。
　
レ
ー
ニ
ン
は
、
技
術
的
進
歩
の
下
で
、
価
伽
批
上

の
資
木
の
布
機
的
構
成
の
変
化
を
閉
ら
か
に
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、

礼
公
的
再
生
陸
巾
の
仙
伽
祉
の
比
例
関
係
の
変
幼
の
法
則
を
川
ら
か
に

し
た
。
火
際
上
、
資
木
の
有
職
的
構
成
は
そ
れ
が
資
木
要
ぷ
の
火
物
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
（
二
七
〇
）

に
も
と
づ
い
て
計
量
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
対
比
関
係
と
い
う
一
面
を
も
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
内
包
的
拡
大
再
生
産
に
，
お
げ
る
実
物
量
の
比

例
関
係
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
。
周

知
の
ご
と
く
、
労
働
生
産
性
を
引
上
げ
る
に
は
、
生
産
の
技
術
的
構
成

（
生
産
資
料
の
数
量
と
労
働
老
数
の
比
）
を
そ
れ
相
応
に
た
か
め
な
け

れ
ぼ
た
ら
な
い
。
そ
し
て
、
生
産
の
技
術
的
構
成
の
向
上
は
、
労
働
者

一
人
当
り
が
装
燃
す
る
生
産
質
料
の
実
物
量
の
増
加
と
し
て
示
さ
れ
る

が
、
こ
れ
が
労
働
生
産
性
向
上
の
条
件
で
あ
る
。
同
時
に
、
労
働
生
産

性
の
向
上
に
よ
っ
て
、
労
働
者
一
人
当
り
が
利
用
す
る
生
産
資
料
の
実

物
量
が
増
加
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
の
技
術
的
構
成
の
た
か
ま
り

は
ま
た
労
働
生
産
性
向
上
の
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
労
働
生
座
性

と
生
産
の
技
術
的
構
成
が
た
か
ま
る
場
合
、
賞
金
の
有
機
的
構
成
が
実

物
批
の
側
面
で
ど
の
よ
う
な
変
化
を
示
す
か
は
、
労
例
考
の
平
均
的
火

孤
所
得
の
変
化
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
礼
八
ム
乍
推
礼
会
で
は
、
労
仰
生
帷

性
の
向
上
は
労
働
右
の
平
均
的
火
虹
所
糾
州
大
の
前
捉
で
あ
り
、
火
昧

上
、
後
米
は
前
者
の
向
上
に
っ
れ
て
州
加
す
る
。
か
か
る
怖
汎
の
ド

で
、
火
物
枇
の
上
の
資
令
の
布
微
的
構
成
は
、
労
例
小
比
作
の
向
上
テ

ン
ポ
と
労
働
考
の
平
均
的
火
慨
所
糾
の
州
大
テ
ソ
ポ
の
…
の
対
比
閑
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

が
変
勅
す
る
に
っ
れ
て
変
化
し
、
み
、
の
変
化
は
ま
た
礼
公
的
仰
小
水
に



お
け
る
実
物
量
の
比
例
に
一
連
の
変
化
を
も
た
ら
す
。
こ
の
関
係
は
、
　
　
　
　
（
２
）
前
年
度
、
消
費
資
料
の
生
産
を
内
包
的
に
拡
大
す
る
た
め
に

杜
会
主
義
的
な
内
包
的
拡
大
再
生
産
の
比
例
関
係
を
研
究
し
組
織
す
る
　
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
蓄
積
は
、
実
物
量
の
上
で
、
次
年
度
の
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
門
に
お
げ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
が
こ
の
蓄
積
に
も
た
ら
す
需
要
に

時
、
無
視
し
え
な
い
。

第
三
・
全
杜
会
的
姦
囲
で
・
労
働
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
生
産
拡
　
適
応
し
な
け
れ
ば
雀
な
い
。

大
は
・
資
本
主
義
杜
会
で
は
盲
目
的
に
行
な
わ
れ
、
杜
会
主
義
杜
会
で
　
　
　
　
（
３
）
前
年
度
、
生
産
を
内
包
的
に
拡
大
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る

は
計
画
的
に
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
種
の
計
画
性
は
、
杜
会
的
再
生
産
を
　
　
　
消
費
資
料
の
蓄
積
は
、
数
量
上
、
次
年
度
の
労
働
生
産
性
向
上
に
・
と
も

組
織
す
る
時
・
各
種
の
関
係
あ
る
比
例
関
係
が
意
識
的
に
保
持
さ
れ
る
　
　
　
な
う
労
働
者
の
平
均
的
実
質
所
得
の
蓄
積
に
た
い
す
る
需
要
と
適
応
し

こ
と
を
求
め
、
さ
ら
に
，
マ
ル
ク
ス
が
提
起
し
た
基
本
原
理
と
条
件
が
満
　
　
　
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

た
さ
れ
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
若
干
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
　
　
　
　
以
下
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
き
に
設
定
し
た
と
こ
ろ
の
具
体
化
さ
れ
た
再

る
。
総
じ
て
い
え
ば
、
前
年
度
、
次
年
度
の
内
包
的
た
生
産
拡
大
に
当
　
　
　
生
産
表
式
（
『
立
命
館
経
済
学
』
第
十
二
巻
第
四
号
を
参
照
）
に
た
よ
り

て
ら
れ
る
蓄
積
基
金
は
、
数
量
上
と
構
成
上
、
次
年
度
の
労
働
生
産
性
　
　
　
っ
っ
、
内
包
的
拡
大
再
生
産
の
下
で
、
実
物
量
上
の
資
金
の
有
機
的
構

向
上
お
よ
び
相
応
す
る
労
働
老
の
平
均
的
実
質
所
得
増
大
が
こ
の
蓄
積
　
　
　
成
に
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
の
変
動
を
詳
細
に
の
べ
る
こ
と
に
し
よ
う

基
金
に
よ
せ
る
需
要
に
適
応
し
な
け
れ
ば
匁
ら
な
い
。
具
体
的
に
い
え
　
　
　
第
一
例
で
は
、
各
部
門
の
労
働
者
の
数
が
不
変
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

ば
、
そ
れ
ら
の
問
で
っ
ぎ
の
三
っ
の
側
面
に
１
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
関
係
が
　
　
　
各
部
門
生
産
物
の
実
物
量
は
労
働
生
産
性
の
向
上
と
正
比
例
し
て
増
大

保
持
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
、
と
仮
定
す
る
。
ま
た
、
労
働
生
産
性
の
向
上
テ
ソ
ポ
は
生
産
の

　
（
１
）
前
年
度
、
生
産
資
料
の
生
産
を
内
包
的
に
拡
大
す
る
た
め
に
　
　
　
技
術
的
構
成
（
っ
ま
り
労
働
者
の
生
産
筑
料
装
備
率
）
の
向
上
テ
ン
ポ

用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
蓄
積
は
、
実
物
量
の
上
で
、
次
年
度
の
第
一
　
　
　
と
一
致
す
る
と
仮
定
す
る
。
同
叶
に
、
分
析
上
の
便
宜
か
ら
、
年
々
の

部
門
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
向
上
が
生
産
資
料
蓄
積
に
た
い
し
て
よ
　
　
　
各
部
門
は
一
っ
の
生
産
周
期
を
も
っ
に
す
ぎ
ず
、
か
っ
流
動
基
金
と
同

せ
る
需
要
に
適
応
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
様
に
、
固
定
基
金
も
一
生
康
周
則
内
に
そ
の
価
値
を
転
移
し
お
わ
る
も

　
　
　
　
董
輔
祀
「
こ
と
な
る
拡
大
再
生
産
の
途
の
下
で
の
杜
会
主
義
的
再
生
産
の
比
例
関
係
に
つ
い
て
」
（
松
野
）
　
九
五
　
（
二
七
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
靖
十
三
巻
・
第
三
号
）

の
と
仮
定
す
る
。

　
マ
ル
ク
ス
の
拡
大
再
生
産
発
端
表
式
の
数
値
を
参
照
し
て
、
塘
一
年

度
の
生
産
条
件
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
；

　
　
　
　
ミ
蔓
球
薄
　
＊
婁
寺
黒
弄
　
＊
婁
＊
淳
撃
ご
＞
塑
分
へ
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
簑
事
新
一
三
ト
芦
薫
薫
二
妻
ふ
ハ

葺
－
書
「
Ｊ
　
一
〇
０
　
　
８
　
　
　
Ｈ
○
　
　
昌
　
　
一
〇
〇
退

葺
Ｎ
妻
「
Ｊ
　
雷
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
Ｈ
０
　
　
　
８
　
　
　
一
〇
〇
虫

　
こ
れ
ら
の
条
件
に
も
と
づ
き
、
第
一
年
度
の
杜
会
的
生
産
の
情
汎
は

っ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
Ｈ
卜
○
○
○
ｏ
＋
ガ
○
ｏ
○
く
十
ピ
○
○
ｏ
昌
１
１
９
０
０
０

　
　
　
自
　
Ｈ
』
○
○
ｏ
＋
　
事
○
く
十
　
畠
○
昌
１
１
ｏ
〇
一
〇
〇
〇

　
　
　
　
　
ｍ
－
岬
○
○
Ｏ
＋
Ｈ
－
べ
岬
○
く
十
］
．
－
べ
閉
○
巳
Ｐ
Ｈ
Ｏ
－
○
Ｏ
○

　
っ
い
で
、
第
二
年
度
の
内
包
的
な
生
産
拡
大
が
っ
ぎ
の
よ
う
生
二
っ

の
情
況
を
呈
す
る
も
の
、
と
仮
定
す
る
。

　
第
一
の
情
況
；
雌
二
年
度
、
二
郁
門
に
お
け
る
平
均
的
労
働
牛
陸
性

が
た
か
ま
り
、
労
働
者
の
平
均
灼
実
貫
所
俗
は
変
ら
な
い
。
前
者
が

り
．
８
“
に
か
た
ま
り
、
こ
れ
に
応
じ
て
二
部
門
に
充
当
さ
れ
る
小
」
産
資

料
が
椛
一
年
度
よ
り
も
り
．
８
“
州
加
し
、
こ
の
た
め
、
前
年
度
に
乍
陸

欝
彗
一
來
訂
。
一
・
…
ヱ
姜
千
笹
・
れ
な
け

れ
ぼ
な
ら
な
い
、

と
仮
定
す
る
。

さ
ら
二
、

第
二
年
度
に
鳩
一
祁
門
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
九
六
　
（
二
七
二
）

第
二
部
門
の
労
働
牛
産
性
が
そ
れ
ぞ
れ
Ｈ
○
退
と
９
竃
“
た
か
ま
り
、
こ

れ
に
応
じ
て
前
年
度
、
蓄
積
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
な
か
で
き
○
と

Ｈ
○
○
が
そ
れ
ぞ
れ
塘
二
年
度
の
二
部
門
生
産
の
拡
大
に
当
ら
れ
る
、
と

仮
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
に
し
た
が
い
、
姑
一
年
度
、
生
産
の
内
包

的
拡
大
に
用
い
ら
れ
る
蓄
積
基
金
を
数
最
上
と
構
成
上
で
次
年
度
の
内

包
的
生
産
拡
大
が
蓄
積
基
金
に
よ
せ
る
需
要
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に

は
、
さ
き
の
具
体
化
さ
れ
た
再
生
産
表
式
を
参
昭
一
し
て
、
第
一
年
度
の

杜
会
的
生
産
物
と
国
民
所
得
の
分
細
・
使
用
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
組
織
さ

　
　
　
　
　
（
４
）

れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
Ｈ
　
　
　
　
ト
ー
Ｏ
○
○
Ｏ
＋
］
１
－
Ｏ
○
○
　
　
く
十
Ｈ
－
○
○
○
　
　
ヨ
Ｈ
¢
、
Ｏ
○
○

　
　
　
Ｈ
Ｈ
ド
竃
ざ
十
　
〇
塞
．
耳
十
　
塞
９
ｍ
ヨ
ー
－
卜
○
○
○

　
　
　
ブ
ピ
○
○
○
ｏ
＋
爵
○
く
十
畠
○
昌
１
１
一
』
○
○

　
　
　
ケ
・
。
・
。
・
。
…
。
ド
、
く
・
・
。
葦
∴
三
亘
一
一
一
一

　
　
；
　
　
　
　
Ｈ
－
ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
＋
　
　
べ
閉
○
　
　
く
十
　
　
べ
ｍ
○
．
ヨ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
－
○
○
Ｏ

　
　
　
デ
　
・
。
畠
ｏ
＋
お
べ
．
ｍ
く
十
お
べ
．
ｍ
ヨ
ー
ー
ピ
亭
○

　
　
　
；
　
竃
閉
ｏ
＋
・
。
一
Ｎ
．
ｍ
く
十
・
。
鼻
ｍ
ヨ
ー
－
ピ
畠
○

　
Ｈ
＋
；
　
９
岬
○
○
ｏ
＋
ピ
ベ
ｍ
○
　
く
十
一
べ
ｍ
○
　
づ
一
１
１
Ｐ
○
○
○

　
第
二
年
度
、
二
榊
門
の
労
働
乍
雌
が
－
○
“
と
、
９
竃
“
た
か
ま
り
、

労
働
人
貝
の
平
均
的
火
貫
所
得
が
不
変
な
の
で
あ
る
か
ら
、
姑
二
年
度

の
杜
八
ム
的
乍
、
陸
一
の
状
況
は
っ
ぎ
一
の
よ
、
リ
に
ユ
ぱ
る



　
　
　
Ｈ
　
戸
仁
○
◎
ｏ
＋
ピ
ｏ
ｏ
ｏ
く
十
ピ
Ｎ
０
０
昌
１
－
９
◎
○
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
－
　
ｏ
ｏ
べ
蜆
　
〇
十
　
ト
○
ｏ
べ
．
ぴ
く
十
　
仁
○
ｃ
べ
．
ｍ
昌
１
ー
ピ
ベ
ｍ
○

　
　
　
自
　
ポ
ｏ
○
○
ｏ
＋
　
べ
岬
ｏ
く
十
　
〇
〇
ｍ
○
昌
１
Ｉ
ｃ
ｏ
，
Ｎ
Ｏ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
Ｎ
　
ｍ
ト
蜆
．
ｍ
〇
十
Ｎ
べ
Ｎ
．
べ
ｍ
く
十
Ｎ
ベ
ド
ベ
ｍ
昌
．
１
ー
ゴ
○
〇
一

　
　
　
　
…
○
○
。
十
；
Ｏ
く
十
；
○
昌
ム
。
・
○
○
　
　
　
　
　
ど
べ
葦
。
十
・
。
葦
く
・
・
。
葦
言
曇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
自
　
９
ｍ
ｏ
ｏ
〇
十
一
べ
ｍ
○
　
く
十
Ｈ
．
べ
ｍ
○
　
冒
１
ｌ
Ｐ
○
○
○

　
第
二
の
情
況
；
笏
二
年
度
、
二
部
門
の
平
均
的
労
働
生
産
性
が
た
か

ま
り
・
労
働
者
の
平
均
的
実
質
所
得
も
増
大
し
か
っ
前
者
の
テ
ン
ポ
と
　
　
　
　
上
述
の
条
件
に
し
た
が
え
ぼ
、
第
二
年
度
の
二
部
門
の
生
産
情
況
は

等
し
い
。
次
年
度
の
各
部
門
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
向
上
テ
ン
ポ
は
　
　
　
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
卜
仁
○
○
ｏ
＋
Ｈ
一
－
○
ｏ
く
十
戸
一
〇
〇
旨
１
１
９
ｏ
◎
○

梧
一
の
情
況
と
同
じ
で
あ
る
、
と
仮
定
す
る
。
さ
ら
に
、
第
二
年
度
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
　
－
ｏ
ｏ
Ｏ
〇
十
　
的
○
り
く
十
　
べ
胃
旨
１
Ｉ
ｃ
〇
一
Ｎ
○
〇

二
部
門
の
労
働
者
の
平
均
的
実
質
所
得
も
ｏ
．
８
％
増
大
す
る
の
で
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
ｏ
Ｏ
ｏ
〇
十
ピ
ｏ
○
り
く
十
一
〇
◎
ｏ
Ｈ
昌
１
１
Ｐ
ｏ
ｏ
○
〇

一
年
度
に
消
費
簿
曇
？
輩
、
一
・
…
↓
・
婁
一
薫
　
呈
二
一
の
情
准
杜
会
主
義
杜
会
に
一
い
て
い
表
い
ず

さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ず
、
そ
の
な
か
で
、
第
一
部
門
と
雄
二
部
門
の
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
も
極
端
な
情
況
で
あ
っ
て
、
通
常
は
、
労
働
者
の
平
均
的
実
質
所
得

の
平
均
的
実
貫
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
Ｈ
Ｏ
虫
と
べ
・
Ｏ
◎
べ
退
増
大
す
る
、
と
仮
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
労
働
生
産
性
の
向
上
に
つ
い
て
増
加
す
る
が
、
労
働
牛
産
性
の
向
上

す
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
に
も
と
づ
き
、
前
年
度
、
内
包
的
拡
大
再
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
も
緩
慢
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
産
物
の
コ
ス
ト
を
引
下
げ
、
祉
会

に
用
い
ら
れ
る
蓄
積
茱
金
を
そ
の
数
量
と
隣
成
上
で
次
年
度
の
蓄
積
某

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
義
的
蓄
積
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
一
つ
の
軍
要
な
途
で
あ
る
。
そ
れ

企
に
た
い
す
る
需
要
と
適
応
さ
せ
る
た
め
に
は
、
培
一
年
度
の
杜
八
ム
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
に
、
実
際
の
情
況
は
さ
き
の
二
っ
の
情
況
の
ほ
ぼ
中
閉
、
っ
ま
り
っ

乍
産
物
と
同
民
所
得
の
分
配
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
な
ら
た
け
れ
ぼ
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
の
よ
う
な
栴
三
の
情
況
を
呈
し
て
い
る
。

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堆
三
の
情
況
；
第
二
年
度
、
二
郁
門
に
お
け
る
平
均
的
労
働
化
陸
性

　
Ｈ
　
卜
○
◎
○
ｏ
＋
ピ
○
○
◎
く
十
ピ
○
◎
○
昌
１
１
９
０
０
０

　
　
Ｈ
一
ド
ｏ
竃
　
ｏ
＋
　
雰
９
切
く
十
　
塞
ｏ
・
ｍ
昌
１
１
卜
０
８
　
　
　
　
　
　
　
　
の
向
上
が
労
働
者
の
平
均
的
実
貫
所
俗
の
増
加
よ
り
も
速
い
。
前
者
が

　
　
Ｈ
心
ポ
ｏ
ｏ
◎
ｏ
＋
曽
○
く
十
曽
○
ヨ
ー
ー
ガ
９
ｏ

　
　
・
。
。
・
。
・
。
・
。
・
…
葦
…
姜
工
・
・
一
一
立
一
一
一
一
、
。
。
ミ
後
菓
印
岬
、
。
た
か
ま
、
走
膏
と
消
警
料
の
蓄
積

　
昌
　
　
ピ
８
◎
　
ｏ
＋
　
亭
ｏ
　
く
十
　
亭
○
　
昌
１
１
０
。
一
〇
◎
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
が
そ
れ
ぞ
れ
８
０
と
旨
○
必
婆
で
あ
る
、
と
仮
定
す
る
。
か
く
て
、
第

　
　
　
　
董
輔
祀
「
こ
と
な
る
拡
大
阿
｛
陸
の
途
の
下
で
の
杜
ヘ
ム
土
炎
的
仰
生
産
の
比
例
閑
係
に
つ
い
て
」
（
松
野
）
　
九
七
　
（
二
七
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
三
号
）

一
年
度
の
杜
会
的
生
産
物
と
国
民
所
得
の
分
配
・
使
用
は
っ
ぎ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

に
組
織
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
く
な
る
。

　
　
Ｈ
　
　
ト
◎
ｏ
ｏ
〇
十
一
◎
ｏ
◎
　
く
十
ポ
◎
◎
ｏ
　
目
１
１
９
０
０
◎

　
　
　
Ｈ
－
ド
ｏ
ｏ
べ
〇
十
　
〇
〇
９
蜆
く
十
¢
ｏ
９
蜆
　
昌
１
－
卜
○
ｏ
ｏ

　
　
　
↑
Ｍ
一
◎
ｏ
◎
〇
十
　
Ｎ
蜆
ｏ
　
く
十
　
Ｎ
蜆
◎
　
昌
．
１
－
ピ
岬
○
○

　
　
　
ぎ
。
。
・
。
・
・
…
。
事
・
・
。
葦
工
・
一
一
亘
一
一
一
一

　
　
自
　
　
一
岬
○
ｏ
〇
十
　
べ
ｍ
○
　
く
十
　
べ
岬
◎
　
昌
１
１
ｌ
ｏ
ｏ
、
○
○
○

　
　
　
－
　
・
。
亭
Ｏ
＋
お
べ
．
等
十
お
べ
』
昌
“
一
事
Ｏ

　
　
　
岸
Ｍ
　
閉
岬
○
〇
十
　
Ｎ
べ
閉
　
く
十
　
Ｎ
べ
蜆
　
目
．
１
ー
ポ
Ｈ
○
◎

　
　
　
自
。
。
　
　
べ
閉
〇
十
　
　
ｃ
ｏ
べ
．
蜆
く
十
　
　
〇
〇
べ
．
閉
昌
１
ｌ
　
Ｈ
切
◎

　
Ｈ
＋
］
］
□
　
　
蜆
－
切
○
Ｏ
Ｏ
＋
一
－
べ
ｍ
◎
　
　
く
十
　
　
］
１
－
べ
岬
Ｏ
目
一
Ｈ
Ｏ
－
○
Ｏ
◎

　
と
こ
ろ
で
、
第
二
年
度
に
お
け
る
第
一
部
門
と
第
二
部
門
の
労
働
生

産
性
が
Ｈ
Ｏ
虫
と
◎
・
竃
虫
た
か
ま
り
、
労
働
者
の
平
均
的
実
質
所
得
も
そ

れ
ぞ
れ
Ｈ
Ｏ
虫
と
¢
．
塞
＄
た
か
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
箪
二
年
度
の
情
況

は
っ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
Ｈ
　
　
　
仁
－
｛
○
◎
Ｏ
＋
Ｈ
－
－
◎
◎
く
十
］
．
－
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
Ｐ
Ｈ
¢
－
０
０
０

　
　
自
ピ
８
０
ｏ
＋
ｏ
。
○
ｏ
く
十
〇
。
ｏ
ｏ
昌
１
１
・
。
Ｌ
○
○

　
　
　
　
Ｐ
０
８
ｏ
＋
Ｈ
も
ｏ
○
く
十
ポ
８
０
冒
１
１
Ｐ
・
。
○
ｏ

　
以
上
の
三
っ
の
情
汎
か
ら
っ
ぎ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
た
る
Ｃ
労
働
生

産
性
と
牛
産
の
技
術
的
構
成
が
た
か
ま
り
、
そ
し
て
労
働
者
数
と
舵
分

が
不
変
で
あ
る
と
き
、
労
働
牛
庇
性
の
向
上
テ
ソ
ポ
と
労
働
者
の
平
均

的
実
質
所
得
の
坤
大
テ
ソ
ポ
の
閉
の
対
比
閑
係
を
軸
と
し
て
、
実
物
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
二
七
四
）

の
面
で
、
資
金
の
有
機
的
構
成
が
た
か
ま
っ
た
り
（
第
一
と
第
三
の
情

況
に
み
る
よ
う
に
）
、
　
ま
た
不
変
と
な
り
う
る
（
第
二
の
惰
況
に
み
る

よ
う
に
）
（
こ
の
ぱ
あ
い
、
労
働
者
の
平
均
的
実
質
所
得
が
低
下
し
た
り

あ
る
い
は
労
働
生
産
性
よ
り
も
は
や
く
増
大
す
る
と
い
う
例
外
的
事
態

は
考
慮
さ
れ
な
い
）
。
　
杜
会
主
義
杜
会
に
つ
い
て
い
え
ぼ
、
通
常
、
労

働
生
産
性
の
向
上
は
労
働
老
の
平
均
的
実
質
所
得
の
増
加
よ
り
も
速
い

の
で
、
実
物
量
の
面
で
、
資
金
の
有
機
的
構
成
も
通
常
た
か
ま
る
が
、

そ
の
向
上
テ
ソ
ポ
は
労
働
生
産
性
と
生
産
の
技
術
的
構
成
の
そ
れ
よ
り

　
　
　
　
　
（
７
）

も
お
そ
く
な
る
。

　
（
１
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
若
干
説
明
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
札
会
的
生
陸
が
労
働
者
数
の
蛸
加
や
労
働
生
産

性
の
向
上
に
よ
っ
て
拡
大
す
る
と
き
、
各
部
門
生
産
物
の
由
一
人
物
的

増
大
は
各
部
門
の
労
働
者
数
の
蛸
加
と
労
働
生
肢
作
の
向
上
と
の

乗
秩
に
等
し
く
な
る
。
そ
し
て
、
各
部
門
生
雌
物
の
仙
倣
ト
の
州

加
は
各
部
門
の
生
産
資
料
が
価
侃
に
転
移
す
る
閉
令
の
州
加
（
枚

術
的
巡
歩
・
労
働
生
産
吐
の
向
上
に
よ
っ
て
、
消
耗
さ
れ
ろ
生
陸

資
料
の
数
娃
は
珊
加
す
る
こ
と
に
な
る
）
と
各
部
門
が
新
た
に
創

逃
す
る
価
倣
の
珊
大
（
労
働
者
数
の
珊
加
に
よ
っ
て
、
生
き
た
労
働

の
消
耗
は
蛸
加
す
る
こ
と
に
な
る
）
の
和
に
等
し
く
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
レ
ー
ニ
ン
の
再
生
産
表
式
に
お
け
る
各
部
門
生
産
物
の

動
態
は
価
侃
最
の
そ
れ
て
あ
り
、
非
実
物
的
そ
れ
で
あ
る
、
例
を

●



あ
げ
て
の
べ
る
な
ら
ぱ
、
レ
ー
ニ
ソ
の
数
例
で
、
第
二
年
度
の
箏
一

年
度
に
た
い
す
る
相
比
は
、
第
一
部
門
労
働
者
数
、
か
ｍ
唖
増
加
（
可

変
資
本
が
ご
ｏ
８
か
ら
ご
◎
ｇ
に
増
加
す
る
と
表
現
さ
れ
る
）
し
、
労

働
生
産
性
が
閉
・
竃
“
増
加
（
資
本
の
有
機
的
構
成
の
向
上
、
そ
れ

に
と
も
た
う
労
働
者
一
人
当
り
の
生
産
資
料
装
備
率
の
増
大
、
つ

ま
り
、
卜
○
○
○
＼
ポ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
か
ら
ト
畠
Ｏ
＼
ポ
０
８
へ
た
か
ま
る
と
表
現
さ

れ
る
）
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
部
門
生
産
物
は
、
実
物
量
上
、

■
・
旨
唖
（
Ｈ
富
“
×
Ｈ
冨
．
竃
“
ｌ
Ｈ
○
◎
“
）
蛸
加
す
る
べ
き
な
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
量
の
上
で
第
一
年
度
の
９
０
８
か
ら

合
計
ミ
岬
坤
加
し
て
９
睾
ｍ
に
な
る
。
し
か
し
、
レ
ー
ニ
ソ
の
数
例

中
、
第
一
部
門
生
産
物
は
ｏ
・
ミ
虫
蛸
大
、
つ
ま
り
絶
対
量
の
上
で

第
一
年
度
の
９
０
０
０
か
ら
蟹
○
州
加
し
て
９
雷
○
に
達
し
た
に
す
ぎ

な
い
。
こ
れ
は
、
レ
ー
ニ
ソ
の
数
例
で
各
部
門
生
産
物
の
動
態
が

価
倣
扱
に
し
た
、
か
っ
て
観
察
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、

労
働
者
数
、
か
岬
浪
珊
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
に
創
辿
さ
れ

る
仙
仙
が
伽
渋
珊
加
す
る
。
っ
ま
り
ド
○
○
○
か
ら
ド
Ｈ
Ｏ
○
へ
州
加
し
、

あ
わ
せ
て
旨
○
珊
加
す
る
（
ｗ
．
”
働
生
産
件
の
向
上
は
Ｖ
＋
ｍ
の
実

物
批
に
形
粋
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
伽
侃
冊
に
は
彩
粋

し
な
い
の
で
、
析
た
に
刺
辿
さ
れ
た
仙
侃
も
ｍ
“
珊
加
す
る
に
す

ぎ
な
い
）
一
労
働
牛
昨
什
の
向
上
と
一
．
カ
働
者
数
の
州
加
に
よ
っ
て
、

火
炊
資
料
の
仙
休
似
移
は
Ｈ
Ｈ
・
旨
“
州
加
す
る
（
も
し
も
牛
産
資

料
の
節
約
な
考
晦
せ
ず
、
伝
移
仙
他
と
牛
床
物
大
物
杁
、
か
正
比
例

し
て
州
大
す
る
た
ら
ぼ
）
　
つ
ま
り
、
計
畠
○
州
加
し
で
、
、
ト
○
○
Ｏ

　
か
ら
ト
畠
ｏ
と
な
り
、
丙
老
を
合
計
す
る
と
、
第
一
部
門
生
産
物

　
の
価
仇
量
は
雷
○
と
な
っ
て
、
レ
ー
ニ
ソ
の
計
算
と
合
致
す
る
、

　
第
二
部
門
の
情
汎
も
同
様
で
あ
る
、
礼
会
的
再
生
産
の
各
猛
の
比

　
例
も
、
レ
ー
ニ
ン
の
再
生
産
表
式
で
は
、
実
物
量
か
ら
で
は
な
く
、

　
価
値
是
か
ら
級
察
さ
れ
て
い
る
（
「
市
場
閉
題
に
っ
い
て
」
大
月

　
篶
店
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
」
第
一
巻
　
七
八
頁
以
下
を
参
照
）
。

（
２
）
　
『
資
本
論
』
青
木
文
庫
　
第
十
三
巻
　
一
、
一
五
五
頁
。

（
３
）
　
前
同
書
　
第
四
巻
　
九
六
八
頁
。

（
４
）
　
生
産
資
金
の
有
機
的
構
成
の
実
物
旦
皿
卜
一
の
焚
化
は
、
労
働
者

　
一
人
当
り
、
か
装
術
す
る
生
産
資
料
（
Ｃ
）
の
実
物
最
と
労
働
者
一

　
人
当
り
の
平
均
的
実
貰
所
得
（
Ｖ
の
実
物
最
）
の
閉
の
対
比
閑
係

　
の
変
化
と
し
て
衣
現
さ
れ
る
。

（
５
）
　
昆
示
の
具
体
化
さ
れ
た
再
生
産
夫
式
に
お
い
て
、
１
１
は
節
一

　
郁
門
の
物
皿
的
消
耗
を
補
填
す
る
の
に
川
い
ら
れ
る
生
陸
貴
料
イ
ド
、

　
あ
り
、
１
２
は
節
二
部
門
の
物
皿
的
消
耗
の
柵
坂
に
川
い
ら
れ
る
生

　
産
資
料
で
あ
る
。
１
３
は
苔
秋
さ
れ
る
生
産
資
料
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

　
｝
は
塘
一
部
門
生
座
の
払
大
に
川
い
ら
れ
る
生
脈
汽
料
で
あ
り
、

　
｝
は
第
二
郁
門
生
帷
の
払
大
に
川
い
ら
れ
る
生
産
戊
料
で
あ
る
、

　
皿
は
物
肌
的
生
雌
に
従
小
す
る
労
働
米
の
必
、
班
沽
孜
火
金
を
ま
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
’

　
ユ
ば
う
消
仰
ハ
汽
料
イ
」
山
心
り
、
Ｗ
は
十
外
生
伏
～
り
…
賦
、
い
以
で
の
｝
…
費
に
↓
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
ら
れ
る
消
費
汽
料
で
あ
り
、
あ
と
に
示
さ
れ
た
数
例
中
の
川
は
“

　
秋
に
あ
て
ら
れ
る
沽
炊
汽
料
で
あ
る
、
共
休
的
さ
れ
た
．
叶
坐
脈
共

　
一
小
｛
－
の
各
＾
桃
の
バ
ラ
ン
ス
…
川
仔
に
つ
い
て
は
、
杣
川
人
舳
（
「
小
止
命
一
鮒

菰
輔
刺
「
こ
と
な
る
拡
大
再
生
虎
の
途
の
下
て
の
礼
公
主
義
的
再
生
産
の
比
例
閑
係
に
つ
い
て
」
（
松
野
）

九
九
　
（
二
七
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
三
号
）

　
経
済
学
」
第
十
二
巻
靖
四
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
叙
述
の
便
宜

　
上
、
以
下
の
数
例
で
は
、
若
干
数
他
の
端
数
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
　
さ
き
の
柵
諭
で
、
示
し
た
数
例
中
、
不
注
意
の
た
め
に
、
若

　
干
の
数
値
が
マ
ル
ク
ス
の
も
の
と
は
合
致
し
な
い
。
こ
こ
に
示
し

　
た
数
例
中
の
数
値
の
よ
う
に
訂
正
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
同
時

　
に
、
同
論
文
中
の
「
部
門
問
生
産
物
の
生
産
・
分
配
と
使
用
の
バ

　
ラ
ン
ス
表
」
（
前
出
『
立
命
館
経
済
学
』
一
一
三
頁
）
の
仮
定
数
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
３

　
も
っ
ぎ
の
よ
う
に
訂
正
さ
れ
た
い
。
皿
Ｃ
を
冨
一
皿
Ｖ
と
皿
ｍ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
と
も
に
○
ｏ
べ
・
岬
に
あ
ら
た
め
、
皿
の
総
計
を
旨
○
に
訂
正
す
る
。
苔

　
秋
基
余
の
合
計
の
な
か
で
、
Ｃ
を
仁
○
Ｏ
ｏ
に
、
Ｖ
と
ｍ
を
と
も
に
Ｈ
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
に
訂
正
し
、
合
計
を
雷
○
に
訂
正
す
る
。
皿
Ｃ
を
雷
〇
一
皿
Ｙ
と

　
ｍ
を
と
も
に
ミ
蜆
に
訂
正
し
、
合
計
を
－
Ｈ
○
◎
に
訂
正
す
る
。
消
費

　
基
金
合
計
中
、
Ｃ
を
ピ
亀
９
　
Ｖ
と
ｍ
と
も
に
べ
旨
．
岬
に
訂
正
し
、

　
総
計
を
心
』
ｓ
に
訂
正
す
る
。
塘
三
卓
の
末
節
（
前
山
『
立
命
鮎

　
経
済
学
』
　
一
〇
八
頁
上
段
）
で
、
Ｈ
し
旨
を
－
ぎ
９
竃
蜆
を
雷
９

　
－
旨
を
旨
○
に
訂
正
す
る
。

（
７
）
　
本
倫
文
に
お
い
て
、
分
析
を
す
す
め
る
上
で
、
す
で
に
の
べ

　
た
よ
う
に
、
労
働
生
唯
性
と
小
咋
の
技
術
的
榊
成
（
つ
ま
り
労
働

　
者
一
人
当
り
の
牛
唯
汽
料
共
術
率
）
が
向
上
∴
＾
皮
化
の
テ
ソ
ポ

　
の
上
で
一
致
す
る
と
仮
定
し
て
い
る
。
大
際
上
、
こ
と
な
る
内
包

　
的
払
大
町
生
雌
の
怖
況
の
下
で
、
技
術
花
石
の
咋
貫
・
生
産
汽
料

　
の
物
貰
的
雌
成
お
よ
び
そ
の
利
川
怖
況
・
杜
ヘ
ム
的
牛
帷
の
部
門
榊

　
辻
．
牛
雌
の
ｎ
然
条
件
・
生
咋
の
専
業
化
と
協
業
化
の
発
災
・
生

一
〇
〇
　
（
二
七
六
）

産
の
地
域
的
分
布
な
ど
の
条
件
が
こ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
労
働
生

産
性
と
労
働
者
の
生
産
籔
料
装
術
率
は
、
そ
の
向
上
テ
ソ
ポ
の
上

で
、
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
。
と
き
に
は
前
者
が
後
者
よ
り
は
や

く
、
と
き
に
は
そ
の
逆
と
な
る
。
も
し
も
、
こ
の
点
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
実
物
量
の
面
で
、
生
虚
資
金
の
有
機
的
鱗
成
の
変
化
は

労
働
者
一
人
凶
り
の
生
産
資
料
尖
術
率
と
一
人
当
り
実
貫
所
得
の

問
の
珊
大
速
皮
の
対
比
閑
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
労
働
生
産

性
の
向
上
が
小
産
資
料
の
共
嚇
率
よ
り
も
は
や
い
時
、
後
者
の
向

上
が
労
働
寿
の
平
均
的
実
皿
所
得
の
州
加
よ
り
は
や
い
と
、
労
働

牛
産
性
の
向
上
は
平
均
的
大
貫
所
得
の
州
加
よ
り
は
や
く
た
り
、

や
は
り
生
産
汽
金
の
有
縦
的
椴
成
の
火
物
虻
上
の
高
皮
化
が
も
た

ら
さ
れ
る
が
、
詐
述
し
な
い
。

二

　
以
上
を
閉
ら
か
に
し
た
い
ま
、
糺
八
ム
圭
、
五
に
お
け
る
内
包
的
払
人
町

什
、
陸
の
火
物
枇
の
比
例
閑
係
を
分
析
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
ま
ず
、
楽
秋
火
企
、
巾
の
生
唯
汽
料
の
苓
航
１
と
汕
雌
汽
料
の
著
砿
Ｈ

の
閉
の
比
例
閥
係
を
分
、
析
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
比
例
閑
係
を

は
じ
め
に
分
析
す
る
の
は
、
後
述
の
ト
さ
り
に
、
内
ｏ
的
払
人
吋
什
．
雌
の

多
く
の
凧
．
典
た
比
例
。
か
い
ず
＾
も
こ
の
比
例
の
帆
制
を
う
け
る
か
ら
で

あ
る
。



・
さ
き
の
数
例
に
よ
っ
て
、
牛
座
が
内
包
的
に
払
大
す
る
時
、
も
し
も
　
　
　
を
も
決
定
づ
け
る
。
次
年
度
の
二
部
門
の
労
働
生
産
性
の
向
上
テ
ン
ポ

次
年
度
の
労
働
者
の
平
均
的
宝
〈
質
所
得
が
不
変
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
と
　
　
　
が
労
働
者
の
平
均
的
実
貫
所
得
の
州
加
テ
ン
ポ
と
等
し
い
時
、
次
年
度

す
る
と
・
前
年
度
に
、
生
産
を
内
包
的
に
拡
大
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
　
　
　
に
必
要
と
す
る
新
規
州
加
の
生
産
資
企
の
有
織
的
構
成
は
、
前
年
度
の

る
消
費
資
料
の
蓄
積
が
な
さ
れ
な
く
と
も
よ
い
（
さ
き
の
箪
一
の
情
況
　
　
　
既
存
の
生
産
貰
金
の
有
機
的
構
成
と
箏
り
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
年
度

を
参
照
）
。
　
し
か
し
、
杜
会
主
義
杜
会
で
労
働
者
の
平
均
的
実
貫
所
得
　
　
　
の
蓄
積
某
金
中
の
生
産
賞
料
と
消
独
資
料
の
比
例
も
同
年
度
の
既
存
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
Ｈ
仙
　
Ｈ
・
十

が
通
常
労
働
生
産
性
の
向
上
に
っ
れ
て
珊
加
す
る
以
上
、
内
包
的
拡
大
　
　
　
生
産
資
金
の
有
機
的
構
成
と
箏
し
く
な
る
。
っ
ま
り
　
１
■
ヨ
ー
１
、
｝
ぺ
一

再
生
産
に
と
っ
て
、
消
鷲
賞
料
の
蓄
積
は
通
常
い
ぜ
ん
と
し
て
不
可
欠
　
　
　
－
。
あ
る
い
は
」
岬
１
１
Ｈ
一
十
Ｈ
固
　
（
さ
き
の
第
二
の
怖
況
を
参
照
）
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
自
く
　
　
　
　
自
。
。
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

な
条
件
の
一
っ
で
あ
る
。
牛
産
が
内
包
的
に
拡
大
す
る
も
と
で
、
１
と
　
　
　
あ
る
Ｃ
そ
し
て
、
次
年
度
の
二
郁
門
の
平
均
的
労
働
牛
陸
性
の
向
上
テ

山
の
比
例
は
っ
ぎ
の
諦
硬
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ｍ
　
　
　
ン
ポ
が
労
働
－
者
の
平
均
的
尖
賃
所
得
の
州
加
テ
ソ
ポ
よ
り
も
は
や
い
時

次
年
度
の
第
一
満
の
労
災
従
と
労
禦
の
平
均
的
蕎
所
得
の
　
一
す
な
わ
ち
・
。
、
十
一
心
十
。
－
。
〉
Ｆ
＋
岸
あ
る
い
は
、
－
」
ｒ
Ｖ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｈ
＋
Ｈ
Ｍ
　
　
　
　
自
－
　
　
　
　
　
　
　
↑
Ｈ
＋
Ｈ
旧

州
大
テ
ソ
ポ
の
…
の
対
比
閑
係
、
似
次
年
度
、
姑
二
榊
門
の
労
例
生
比
　
　
　
■
岬
■
）
・
　
前
年
度
の
蓄
秋
火
令
巾
の
小
水
資
料
と
消
伐
資
料
の
比
例
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
Ｈ

咋
と
、
協
考
の
平
均
的
存
仰
の
坤
大
テ
ン
ポ
の
…
の
対
比
閑
係
、
　
県
度
の
粋
の
朱
享
の
衷
腺
成
古
も
た
か
く
、
つ
ま
り
、

岬
こ
の
二
っ
の
対
比
閑
係
の
閉
の
対
比
閑
係
。
こ
の
一
一
一
っ
の
葉
は
、
　
１
Ｈ
Ｖ
■
…
、
一
さ
き
の
第
三
の
挑
を
請
一
一
て
な
け
れ
は
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
景
　
　
　
三

牢
度
の
二
術
の
裾
小
炸
の
｝
テ
ソ
ポ
と
二
郁
川
の
、
綱
考
　
た
い
・

の
平
均
的
火
慨
、
甘
得
の
州
大
テ
ソ
ポ
の
…
の
対
比
閑
係
と
し
て
災
巾
的
　
　
　
　
杜
八
ム
主
炎
礼
く
ム
で
け
、
労
榊
午
ル
作
の
向
上
は
一
般
に
労
働
考
の
平

に
共
机
さ
れ
る
。
こ
の
対
比
閑
係
は
、
次
午
度
の
内
包
的
払
人
町
へ
、
パ
　
　
　
均
的
火
賃
所
〃
の
川
加
よ
り
も
は
や
い
の
で
、
必
災
た
析
槻
州
加
の
小

が
必
快
と
す
る
新
槻
州
加
の
へ
比
資
企
の
火
物
叶
ト
の
．
十
均
り
…
付
桃
構
　
　
　
水
資
令
の
布
険
…
構
成
の
あ
ろ
べ
き
、
＾
庇
化
に
よ
っ
て
、
各
年
度
の
劣

成
を
決
定
し
、
し
た
、
か
っ
て
、
前
年
度
、
次
年
度
の
内
包
的
拡
大
町
什
．
　
　
秋
火
介
巾
の
小
床
竹
料
と
沽
仰
谷
、
料
の
…
の
比
例
は
、
一
縦
に
、
そ
の

に
川
い
ら
れ
ろ
燕
茱
に
お
け
ろ
太
竹
料
と
篶
汽
料
の
比
例
　
　
延
の
粋
の
太
享
の
篶
午
の
布
帷
的
雌
吉
、
、
Ｎ
く

　
　
　
　
市
概
「
こ
と
竺
拡
大
Ｗ
走
の
途
の
下
て
の
礼
全
請
再
走
の
比
縄
係
に
っ
い
て
一
一
松
野
一
一
〇
一
一
二
七
七
一



立
命
鮒
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
策
三
号
）

な
る
。

　
み
、
ぎ
の
点
、
か
把
搾
き
れ
る
と
、
。
わ
れ
わ
れ
は
一
松
す
す
ん
で
｛
〕
山

払
大
阿
生
■
産
の
情
氾
の
下
で
、
二
｝
門
の
閉
の
尖
、
〃
帖
の
比
例
を
分
析

す
る
こ
と
。
か
で
き
る
。

　
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
レ
ー
ニ
ン
の
拡
大
阿
生
、
陸
五
式
で
は
、
生
、

産
物
の
価
仙
最
の
而
か
ら
二
郁
門
閉
の
比
例
関
床
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

技
術
的
遊
歩
の
下
で
、
資
水
の
伽
他
的
構
成
は
資
、
木
の
技
術
的
構
成
、
か

た
か
ま
る
に
つ
れ
て
向
上
す
る
。
レ
ー
ニ
ン
は
、
ま
さ
に
、
資
本
の
技

術
的
構
成
を
ｋ
映
す
る
と
こ
ろ
の
資
木
の
価
他
的
構
成
の
向
上
を
あ
き

ら
か
に
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
仙
仙
上
、
帖
一
郁
門
｛
帷
、
が
優
先
「
”

に
州
大
す
る
法
川
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
七
れ
で
は
、
内
包
的
払
大
町

牛
陸
の
下
で
、
火
物
帰
の
上
で
二
郁
門
の
比
例
閑
系
が
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
で
あ
ろ
う
か
？

　
、
、
か
舳
坂
に
あ
て
ら
れ
る
小
帷
資
料
の
企
小
水
竹
料
巾
に
｛
め
る
比

　
’
、
　
　
、
　
　
ゴ
十
ケ

一
小
　
っ
ま
り
　
＾
１
１
．
　
．
　
．
を
．
小
す
も
の
と
仮
定
す
る
。
」
た
、
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

イ
」
、
－
ー
グ
　
、
か
共
川
破
に
川
い
Ｆ
つ
。
ハ
る
小
∴
．
－
｝
次
ｎ
、
れ
Ｈ
の
今
↓
午
、
｝
～
灯
朴
・
｝
－
」
」
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
『
己
・

め
る
比
、
巾
、
つ
ま
り
－
１
‘
Ｈ
　
　
を
、
．
小
す
も
の
と
仮
ｔ
寸
ゐ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
ｉ

　
“
、
」
ら
に
、
む
一
が
刈
仰
一
に
あ
て
ら
れ
る
川
仰
＾
汽
料
一
の
企
ｗ
旧
～
｝
ｕ
科
一
巾
∴
」

　
　
　
　
　
‘
、
　
　
　
　
三
十
二

山
め
ろ
比
小
　
っ
ま
り
８
１
１
　
　
－
　
を
．
小
し
、
し
た
、
か
っ
、
一
、
、
Ｈ
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
（
二
七
八
）

８
が
蓄
被
、
に
用
い
ら
れ
る
沽
費
資
料
の
全
沽
貨
竹
キ
料
巾
に
｛
め
る
比
五

つ
ま
り
工
、
自
・
自
を
バ
す
も
の
と
仮
ｔ
す
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
「
　
，
［
己
。

　
し
た
、
か
っ
て
、
・
ｉ
ゾ
、
杓
｝
の
上
で
二
胤
門
の
比
閉
閑
系
は
、
－
－
－
－
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
＝
　
．
二

　
（
Ｈ
－
£
　
　
　
　
　
　
　
、
。

×
　
　
　
と
な
ら
な
け
れ
ぼ
穴
ら
な
し

　
（
Ｈ
ー
こ

　
五
、
人
は
、
二
舳
門
生
水
物
の
｝
、
杓
上
の
比
閉
が
二
つ
の
比
例
に
よ
っ

て
直
按
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
を
閉
ら
か
に
し
て
い
ろ
。
す
な
わ
ち
、
ｍ

蓄
硫
に
あ
て
ら
れ
ろ
外
、
水
竹
料
と
蒜
砿
に
あ
て
ら
れ
る
汕
炊
灯
料
の
…

の
火
物
卜
、
の
比
例
。
似
半
航
に
あ
て
ら
れ
る
消
枇
汽
料
、
が
す
べ
て
の
消

伐
資
朴
の
火
物
｝
に
｛
め
る
比
仮
と
糸
砿
一
」
川
い
ら
れ
る
午
．
咋
資
料
が

す
べ
て
の
火
水
資
、
料
の
■
火
物
壮
に
占
め
る
比
仮
の
…
の
比
例
、
に
よ
っ

て
｛
止
め
ら
れ
る
。

　
後
肯
の
比
例
が
す
で
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
ろ
叶
、
二
舳
門
の
…
の
比

例
は
前
打
の
比
例
の
変
化
に
よ
っ
て
変
刺
す
る
。
た
と
え
ば
、
苔
秋
火

企
巾
の
什
、
沽
汽
朴
半
砒
の
比
仮
、
か
た
か
ま
り
、
汕
代
竹
朴
芥
航
の
比
仮
．

が
低
ド
す
る
叶
、
篶
一
舳
門
の
比
、
巾
ば
た
か
ま
り
、
〃
）
、
一
舳
川
の
比
例
は

ン
、
れ
に
心
じ
一
、
代
ド
寸
る
。
こ
の
辿
“
勺
八
〕
令
“
り
う
る
、
、
す
で
に
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
３

べ
た
よ
う
に
、
汕
乍
座
の
蓄
附
甘
戸
、
ボ
巾
の
１
／
皿
の
、
比
削
は
、
次
午
些

の
必
窄
一
べ
析
岨
川
州
午
．
咋
巾
、
ル
の
｝
、
物
｝
ト
．
の
有
渋
的
帷
成
一
、
二
て

泌
、
心
々
、
」
れ
、
内
一
包
…
川
払
大
町
午
｛
の
｝
…
九
の
一
ト
で
、
｝
穴
ｋ
ｎ
は
次
～
小
一
嵯
の
へ
上



杜
会
的
差
の
平
均
的
労
働
走
性
の
向
上
一
ア
ソ
ポ
と
労
働
者
の
平
均
　
っ
い
て
、
も
つ
着
の
べ
る
こ
と
、
一
し
よ
う
。
杜
会
素
杜
会
げ
一
あ
つ

的
実
質
所
得
の
増
加
テ
ソ
ポ
の
問
の
対
比
関
係
に
よ
一
て
決
定
さ
れ
る
。
て
は
、
か
か
る
情
況
は
通
常
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
，
Ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
一
」
う
し
た
情
況
に
お
い
て
、
第
二
年
度
の
蓄

　
表
式
は
ま
た
、
１
３
／
ム
が
す
で
に
あ
た
え
ら
れ
で
、
い
る
時
、
二
部
門

の
比
例
が
二
部
門
生
産
物
中
そ
れ
ぞ
れ
蓄
積
に
用
い
ら
れ
る
部
分
が
占
　
積
基
金
中
の
生
産
資
料
蓄
積
と
消
費
資
料
蓄
積
の
問
の
比
例
は
、
そ
の

め
る
比
重
の
間
の
比
例
と
反
比
例
し
て
変
化
す
る
こ
と
完
示
し
て
い
　
年
の
既
存
の
生
産
資
金
の
有
機
的
構
成
よ
り
美
で
淳
れ
ぼ
雀
な

二
差
、
竺
堕
産
物
中
一
蓄
鷺
一
し
ら
れ
る
部
分
が
一
去
わ
二
二
一
三
一
ま
土
で
、
一
、
、
旧
（
２
）

占
め
る
比
票
低
下
し
た
時
・
あ
る
い
は
第
二
部
門
生
産
物
中
の
蓄
積
さ
ら
に
い
え
ぼ
、
、
デ
斗
。
。
Ｙ
■
、
、
ド
ー
で
あ
る
。

に
あ
て
ら
れ
る
部
分
が
占
め
る
比
票
た
か
ま
一
た
時
、
箪
一
部
門
生
　
し
か
し
、
靖
二
年
度
の
既
存
の
生
産
纂
中
の
生
産
資
料
は
、
竺

産
物
の
比
重
は
た
か
書
、
塘
二
部
門
生
産
物
の
比
重
徒
下
す
る
べ
　
年
度
の
既
存
生
産
筆
の
物
質
的
薫
中
の
差
簿
と
竺
年
度
の

き
で
あ
る
・
こ
の
逆
の
場
圭
；
る
。
い
い
か
え
れ
ぼ
、
・
。
／
六
　
生
産
資
料
蓄
積
の
和
、
す
な
わ
ち
、
・
、
…
、
１
・
・
…
’
で

す
で
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
昨
、
芒
も
工
ふ
王
な
ら
ぼ
、
二
　
あ
り
、
栴
二
年
度
、
既
存
の
牛
産
毫
巾
・
、
王
一
、
一
の
檀
に
用
い

部
門
の
比
例
は
竺
都
門
窪
物
の
補
填
に
あ
て
ら
む
・
砦
と
藩
　
ら
れ
る
揖
将
は
、
第
一
年
匿
存
の
差
簿
山
一
・
旨
づ
の
補

に
あ
て
ら
れ
る
都
分
の
問
の
比
例
に
よ
っ
て
決
定
き
れ
る
つ
す
な
わ
ち
、
　
　
填
に
用
い
ら
れ
る
消
貨
資
料
と
鳩
一
年
度
の
消
費
資
料
蓄
債
の
和
、
す

ｔ
て
正
比
例
し
て
変
化
す
る
。
他
方
、
、
、
叶
一
が
一
定
の
時
、
二
　
な
わ
ち
、
自
、
・
、
自
、
十
自
。
。
で
あ
る
。

梢
の
比
例
窪
二
部
門
走
物
の
漉
と
蓄
積
に
あ
て
ら
れ
る
二
部
　
し
た
が
一
て
、
■
、
、
ヰ
ド
・
、
…
け
、
閉
一
ま
り

高
の
比
例
に
よ
一
て
定
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
戸
と
反
比
、
一
、
、
“
・
寺
キ
一
。
。
－
で
あ
る
。

例
し
て
変
化
す
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案
か
ら
明
ら
か
た
よ
う
に
、
災
示
度
、
杜
会
的
素
の
平
均
的

さ
て
・
つ
い
で
・
労
箪
俸
の
向
ふ
労
働
老
の
平
均
的
寮
所
　
篇
走
性
の
向
上
が
パ
協
貞
平
紀
奔
、
批
の
蛸
大
吉
忠

は
棚
よ
ヱ
は
や
い
境
の
下
で
の
・
二
大
滞
比
例
の
変
化
に
　
や
い
時
、
篶
二
年
度
活
ぺ
度
と
比
校
し
て
、
竺
部
｝
傷
の

　
　
　
　
蒐
親
「
こ
と
な
る
拡
大
再
生
産
の
途
の
：
・
の
杜
会
主
藷
再
素
の
比
例
潔
、
；
い
て
一
一
鋒
二
。
三
一
二
七
九
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
三
号
）

増
大
一
、
、
“
三
は
第
二
部
門
中
の
物
質
的
生
産
者
の
消
費

に
用
い
ら
れ
る
消
費
資
料
と
蓄
積
に
用
い
ら
れ
る
消
費
資
料
の
合
計
の

増
大
乖
＄
吉
は
や
－
な
け
れ
蕃
な
い
。
こ
－
し
た

情
況
の
下
で
、
第
一
年
度
と
比
べ
て
、
第
二
年
度
に
非
生
産
的
領
域

で
消
費
さ
れ
る
消
費
資
料
の
増
加
テ
ン
ポ
が
消
費
資
料
中
の
他
の
二

部
分
の
和
（
旨
、
Ｈ
＋
自
、
。
。
）
の
増
加
テ
ン
ポ
と
等
Ｌ
い
時
、
っ
ま
り
、

自
、
Ｎ
　
仁
、
－
十
↑
Ｆ
、
。
。

．
甘
｝
１
１
■
吉
ぺ
１
の
時
、
い
い
か
え
れ
ぼ
、
第
二
年
度
に
非
生
産
的

領
域
で
消
費
さ
れ
る
消
費
資
料
が
、
す
べ
て
の
消
費
資
料
中
に
占
め
る

比
重
を
第
一
年
度
の
水
準
を
た
も
つ
時
、
第
二
年
度
、
第
一
部
門
生
産

物
は
実
物
上
第
二
部
門
に
比
し
て
い
っ
そ
う
は
や
く
増
大
す
る
べ
き
で

あ
る
。
以
下
、
例
を
あ
げ
て
説
明
し
よ
う
。

　
さ
き
に
示
し
た
数
例
の
第
三
情
況
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
年

度
、
第
二
部
門
生
産
物
中
で
非
牛
産
的
領
挾
で
消
費
さ
れ
る
部
分
が

ｏ
．
９
塞
虫
を
占
め
、
第
二
年
度
、
こ
の
比
重
が
同
じ
水
準
を
保
持
す
る

と
仮
定
す
る
。
も
し
も
、
第
三
年
度
、
二
剖
門
平
均
の
労
働
小
座
件
が

Ｈ
ｏ
虫
向
上
し
、
労
働
者
の
平
均
的
火
賃
所
得
が
９
べ
“
、
州
加
す
る
な
ら

ぼ
、
第
一
年
度
の
杜
会
的
生
陸
物
の
分
配
と
第
三
年
度
の
杜
会
的
小
産

の
俗
要
に
も
と
づ
い
て
、
姑
二
年
度
の
二
剖
門
牛
雌
物
の
生
陸
と
分
舳

．
他
用
は
っ
ぎ
の
よ
う
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
二
八
○
）

　
　
Ｈ
　
ト
ら
○
（
・
）
十
ド
８
０
（
く
十
昌
）
１
１
９
８
０

　
　
　
Ｈ
一
ド
鵠
ト
（
ｏ
）
十
Ｈ
し
塞
（
く
十
己
）
１
ー
ト
き
○

　
　
　
Ｈ
二
一
〇
塞
（
ｏ
）
十
艶
｛
（
く
十
昌
）
１
－
二
〇
〇

　
　
　
Ｈ
。
。
　
ら
○
（
・
）
十
８
ｏ
（
く
十
旨
）
１
１
８
ｏ

　
　
自
　
二
〇
〇
（
ｏ
）
十
一
８
ｏ
（
く
十
Ｂ
）
１
１
。
。
し
○
○

　
　
　
‘
　
雷
ｏ
（
ｏ
）
十
竃
○
（
く
十
昌
）
１
ー
ピ
８
０

　
　
　
旨
】
　
岬
ｏ
ｏ
９
只
ｏ
）
十
　
閉
ｏ
．
９
只
く
十
旨
）
１
ー
ポ
Ｈ
轟

　
　
　
三
　
婁
只
ｏ
）
十
　
婁
只
く
十
昌
）
１
Ｉ
Ｈ
ミ

　
Ｈ
＋
自
９
０
８
（
ｏ
）
よ
』
○
ｏ
（
く
十
旨
）
１
１
り
ら
○
○

　
こ
の
よ
う
に
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一
年
度
に
比
し
て
、
第

二
年
度
、
第
一
部
門
は
Ｈ
Ｏ
＄
増
大
し
、
第
二
部
門
は
Ｐ
塞
“
珊
大
す
る

こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
部
門
の
増
大
が
第
二
剖
門
よ
り
は
や

く
な
る
。
　
（
こ
の
数
例
で
、
笏
一
年
度
の
数
値
が
マ
ル
ク
ス
の
仮
定
に

し
た
が
っ
て
い
る
の
で
、
第
二
年
度
、
蓄
積
に
あ
て
ら
れ
る
牛
産
籔
料

が
全
牛
康
資
料
に
占
め
る
比
琢
は
や
や
た
か
ま
っ
て
い
る
一
、
こ
の
こ
と

は
、
第
二
年
度
、
第
一
部
門
が
第
二
郁
門
よ
り
い
っ
そ
う
は
や
く
岬
大

す
る
と
い
う
こ
と
に
若
十
形
響
す
る
。
し
か
し
、
た
と
え
こ
の
要
尖
の

作
用
を
の
ぞ
い
て
も
、
姑
二
年
度
、
蓄
秋
火
企
巾
の
牛
麻
資
料
と
消
貨

資
料
の
比
例
は
そ
の
年
度
の
雌
作
の
小
昧
資
企
の
行
機
的
構
成
を
こ
え
、

ツ
年
度
の
姑
一
舳
門
の
州
人
は
な
お
姑
二
郁
門
よ
り
も
は
や
い
）
。

　
あ
き
ら
か
な
と
お
り
、
も
し
も
、
非
外
．
雌
的
閑
火
で
の
汕
伐
に
州
い

ら
れ
る
消
貨
資
料
の
企
汕
伐
、
汽
料
に
占
め
る
比
凧
の
変
化
を
考
忠
し
た



い
な
ら
ぼ
、
杜
会
主
義
杜
会
で
、
一
般
的
情
況
の
下
で
は
、
労
働
生
産
　
　
　
平
均
的
実
質
所
得
の
問
の
テ
ン
ポ
の
対
比
関
係
と
結
合
し
て
考
察
す
る

性
の
向
上
が
労
働
者
の
平
均
的
実
質
所
得
の
増
加
よ
り
は
や
い
の
で
、
　
　
　
べ
き
で
あ
る
。
簡
単
に
い
う
な
ら
ば
、
一
般
的
情
況
の
下
で
、
非
生
産

一
般
的
情
況
の
下
で
は
、
実
物
量
の
上
で
第
一
部
門
の
増
大
が
第
二
剖
　
　
　
的
領
域
の
消
費
の
坤
大
が
テ
ン
ポ
の
上
で
消
費
資
料
生
産
を
大
き
く
こ

門
よ
り
は
や
く
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
二
部
門
の
実
物
量
上
の
対
比
関
係
を
具
休
的
に
組
織
す
る
時
、
非
生
　
　
　
　
上
述
の
二
っ
の
比
例
関
係
を
分
析
し
た
あ
と
、
拡
大
再
生
産
の
下
で

産
的
領
域
の
消
費
規
模
が
こ
の
対
比
関
係
に
お
よ
ぽ
す
影
響
を
無
視
し
　
　
　
の
蓄
積
基
金
と
消
費
基
金
の
間
の
実
物
量
の
比
例
を
分
析
す
る
こ
と
が

え
な
い
の
は
、
当
然
で
あ
る
。
さ
き
の
表
式
が
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
　
　
　
で
き
る
。
っ
ぎ
の
表
式
は
こ
の
比
例
が
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

よ
う
に
、
次
年
度
の
二
部
門
の
労
働
生
産
性
の
向
上
が
労
働
者
の
平
均
　
　
　
る
か
を
明
示
し
て
い
る
。

的
実
質
所
得
の
増
大
よ
り
は
や
い
時
、
も
し
も
、
前
年
度
の
非
生
産
的
　
　
　
　
恭
鴬
膚
分
１
Ｉ
Ｈ
。
。
十
タ
ー
１
Ｈ
（
Ｈ
ー
ご
十
自
（
Ｈ
ｌ
£
一

領
域
で
の
消
費
が
全
消
費
資
料
中
に
占
め
る
比
重
を
さ
げ
る
な
ら
ば
、
　
　
　
　
斗
、
一
鳶
涛
分
Ｈ
自
Ｈ
＋
ご
１
－
自
×
８

前
年
度
の
第
一
剖
門
牛
産
物
の
蛸
大
テ
ン
ポ
は
よ
り
大
き
な
程
度
で
第
　
　
　
　
し
た
か
っ
て
・
Ｈ
・
。
十
↑
ド
ー
１
∴
「
×
（
Ｈ
ー
ご
×
（
Ｈ
ｌ
£
　
　
　
一
Ｈ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
Ｈ
＋
↑
ｒ
　
　
■
　
　
　
８
　
　
　
　
８

二
剖
門
の
そ
れ
を
こ
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
比
重
が
た
か
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
－
　
（
Ｈ
ｌ
£

る
吹
前
年
度
の
第
一
部
門
走
物
の
蛸
大
テ
ン
奈
篇
の
圭
ろ
　
．
－
Ｈ
、
箏
×
Ｐ
－
…
箏
で
あ
る
か
ら
、

姑
二
部
門
の
そ
れ
吉
も
は
や
い
か
、
箏
し
い
か
荒
と
も
お
そ
い
か
　
し
た
か
一
て
、
十
幕
土
叩
亡
一
一
｛
ト
、
一
－
－
－
・
・
宣

は
、
っ
ぎ
の
二
っ
の
条
件
に
依
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
こ
の
比
煎
の
　
　
　
　
第
一
の
夫
人
に
ょ
っ
て
、
蒜
秋
火
企
と
消
費
火
金
の
比
例
が
三
っ
の

た
か
ま
る
利
度
、
似
次
年
度
の
労
働
生
陸
性
の
向
上
が
労
働
老
の
平
均
　
　
　
喚
内
に
依
存
す
る
こ
と
が
州
で
あ
る
し
す
な
わ
ち
、
い
二
郁
門
の
比
例
、

的
尖
貫
所
俗
の
州
大
を
こ
え
る
租
度
、
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
し
た
が
っ
　
　
　
似
蓄
秋
に
あ
て
ら
れ
る
小
床
資
朴
の
企
へ
水
資
料
巾
に
山
め
ろ
比
板
と

て
、
牛
陸
資
料
生
産
の
火
物
批
上
の
優
先
的
州
大
を
保
ル
す
る
た
め
、
　
　
　
沽
伐
に
あ
て
ら
れ
る
汕
枇
資
料
の
企
沽
炊
資
料
巾
に
｛
め
る
比
板
の
…

非
化
陸
的
伽
域
の
消
炊
姐
棋
を
き
め
る
叶
、
労
働
小
比
化
と
労
働
者
の
　
　
　
の
比
例
、
側
苔
秋
に
あ
て
ら
れ
る
汕
炊
竹
朴
と
汕
炊
に
あ
て
ら
れ
る
消

　
　
　
　
菰
輔
耐
「
こ
と
な
る
拡
大
再
生
産
の
途
の
下
で
の
礼
ヘ
ム
主
義
的
再
生
産
の
比
例
閑
係
に
つ
い
て
」
（
松
好
）
一
〇
五
　
（
二
八
一
）

■
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命
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済
学
（
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（
２
）

費
資
料
の
問
の
比
例
、
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
第
二
の
婁
因
は
、
実

際
上
、
二
つ
の
要
因
、
つ
ま
り
、
生
産
資
料
中
の
補
填
充
当
部
分
と
蓄

積
充
当
部
分
の
比
例
、
お
よ
び
消
費
資
料
中
の
消
費
充
当
部
分
と
蓄
積

充
当
部
分
の
比
例
、
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
第
一
部
門
の
比
重
、
が
た
か
ま

り
、
蓄
積
さ
れ
ろ
生
産
資
料
と
消
費
費
料
、
か
上
産
資
料
と
消
費
資
料
中

の
比
重
を
そ
れ
ぞ
れ
た
か
め
る
時
、
蓄
積
某
金
の
比
東
は
た
か
ま
ら
な

け
れ
ぼ
な
ら
ず
、
逆
の
場
合
は
、
消
費
某
■
金
、
の
比
通
が
た
か
ま
る
。

　
第
二
の
夫
式
か
ら
、
蓄
積
娘
金
と
消
費
基
企
の
比
例
が
さ
ら
に
一
歩

す
す
ん
で
っ
ぎ
の
二
っ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
ろ
。
す
な
わ
ち
、
ｍ
蓄
積
き
れ
る
上
陸
壷
料
と
消
費
貨
料
の
問
の

比
例
、
似
蓄
積
と
消
費
に
あ
て
ら
れ
る
二
つ
の
消
質
資
、
料
部
分
の
閉
の

比
例
、
に
よ
っ
て
定
ま
る
。

　
蓄
硫
と
消
惚
の
比
例
は
、
旧
眠
作
済
に
お
け
る
も
っ
と
も
総
含
”
で

も
っ
と
も
収
．
堤
な
比
例
閑
係
の
一
っ
で
あ
る
。
こ
の
比
例
を
紺
搬
す
る

作
、
あ
ま
た
の
政
治
洋
済
的
要
糸
を
与
席
心
に
い
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

旧
民
作
済
バ
ラ
ン
ス
の
は
地
か
ら
す
れ
ぼ
、
こ
の
比
例
、
か
そ
の
年
の
資

源
と
｝
．
災
の
…
の
バ
ラ
ノ
ス
を
峠
征
し
、
ま
た
そ
の
午
の
竹
源
と
次
牢

度
の
｝
．
炎
の
閉
の
バ
ラ
ソ
ス
を
峠
江
し
う
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ぽ
，
ｔ
ら
、

。
、
へ
い
し
、
こ
の
比
例
を
決
定
す
る
い
く
つ
か
の
比
例
を
定
め
ろ
、
了
二
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
山
ハ
　
　
（
一
一
↓
八
一
一
）

ら
は
じ
め
な
け
れ
ぼ
た
ら
な
い
。
各
種
の
政
治
・
経
済
的
要
素
を
考
慮

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
比
例
の
決
定
を
つ
う
じ
て
体
現
さ
れ

る
。　

さ
い
ご
に
、
内
包
的
拡
大
再
牛
産
の
下
で
の
っ
ぎ
の
よ
う
な
比
例
を

考
察
す
る
こ
と
げ
」
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
蓄
積
、
さ
れ
る
生
産
資
料
に
お

十
か
↑
帝
脊
枠
仁
奄
脈
大
か
－
か
か
乍
倉
尽
杵
（
Ｈ
容
）
ど
杵
瞥
脊
枠
↑

産
拡
大
の
た
め
の
生
産
資
料
（
箏
ず
）
の
閉
の
比
例
、
お
よ
び
、
こ
の
比

例
と
密
桜
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
の
、
狐
ニ
パ
甘
↑
謄
柳
中
小
仁
あ
脊
仲

鈴
造
讐
か
Ｚ
恰
外
杵
一
Ｈ
一
十
～
）
ど
什
衡
脊
外
歌
旭
讐
京

生
咋
資
料
（
ブ
十
箏
げ
）
の
問
の
比
例
、
を
考
察
す
る
。

　
内
包
的
拡
大
阿
生
一
産
の
下
で
、
蓄
積
に
用
い
ら
れ
る
二
っ
の
生
産
賓

料
の
部
分
閉
の
比
例
（
箏
ｐ
＼
箏
げ
）
は
、
究
枢
に
お
い
て
は
、
次
年
度

に
必
吸
六
な
新
晩
州
加
の
～
陸
資
金
の
実
物
村
上
で
の
有
帷
的
構
成
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ぼ
、
第
一
年
度
、
篶
二
と
篶
三
年
度
と
三

カ
年
度
を
仮
定
し
、
篶
三
午
度
の
労
働
止
■
咋
性
の
向
上
、
か
労
働
者
の
平

均
的
火
貫
所
得
よ
り
は
や
い
叶
、
新
規
州
舳
の
上
咋
資
令
の
有
機
的
構

成
は
た
か
ま
ら
ね
、
ば
な
ら
斤
い
、
一
し
た
、
か
っ
て
、
そ
の
他
の
条
作
、
か
不

変
で
あ
る
場
今
、
姑
二
午
度
の
篶
一
郁
門
の
州
大
は
篶
二
郁
門
よ
り
は

や
く
、
丁
、
亡
ぺ
ら
ず
、
一
一
一
、
し
一
、
ま
た
、
篶
二
一
ド
度
の
小
七
汽
科
蓄
航



中
の
篶
一
と
篶
二
郁
門
上
産
を
払
大
す
る
た
め
に
川
い
ら
れ
る
二
っ
の
　
　
　
め
の
止
唯
貰
料
の
川
大
は
、
次
、
物
壮
の
上
で
も
、
年
々
、
消
岱
資
科
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

郁
分
の
比
例
は
、
そ
の
年
度
の
篶
一
と
篶
二
榔
門
で
の
雌
仔
の
午
、
叱
い
以
　
　
　
逃
の
た
め
の
生
一
産
竹
、
料
の
川
大
よ
り
は
や
く
次
る
、

料
・
の
比
例
よ
り
人
で
あ
る
こ
と
が
垣
で
あ
る
。
つ
書
、
一
一
マ
　
一
・
一
一
一
に
さ
れ
缶
走
、
火
、
式
に
お
い
て
、
、
・
、
、
ヴ
、
、
・
、

■
・
二
さ
き
の
蕎
巾
塁
二
の
堆
を
参
照
一
で
あ
る
・
　
　
　
・
二
く
・
〒
三
で
あ
る
。
さ
き
の
数
例
中
、
数
値
高
単

一
Ｆ
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
し
て
あ
る
の
で
、
比
例
の
上
で
は
若
干
変
化
し
て
い
る
。

　
硲
一
郁
門
生
産
物
巾
の
乍
唯
資
料
製
遣
の
た
め
の
化
■
産
資
料
（
ゴ
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
　
こ
こ
の
叙
述
で
、
わ
れ
わ
れ
は
Ｈ
、
巳
。
一
自
、
ぎ
　
］
一
、
－
に
そ
れ
ぞ

箏
嘗
）
と
消
費
資
料
製
造
の
た
め
の
化
産
資
糾
（
ケ
十
一
；
げ
）
の
問
の
比
　
　
　
　
　
れ
弟
二
年
岐
の
芥
郁
分
の
生
斥
物
を
代
大
さ
せ
、
ま
た
、
ｊ
’
チ
一

例
関
係
に
っ
い
て
い
う
な
ら
、
ば
、
そ
れ
は
二
っ
の
比
例
、
っ
ま
り
、
い
　
　
　
　
　
ご
に
そ
れ
ぞ
れ
第
一
年
度
の
各
椰
分
の
生
虐
物
を
に
、
八
さ
せ
て

そ
の
年
度
の
二
部
門
の
物
貰
的
消
耗
に
あ
て
ら
れ
る
小
一
産
資
料
の
閉
の
　
　
　
　
　
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ー
ダ
　
自
（
Ｈ
１
£
　
　
チ

比
例
閥
係
す
な
わ
ち
Ｈ
Ｈ
，
Ｈ
Ｍ
、
吻
そ
の
年
度
の
蓄
債
さ
れ
る
小
に
帖
資
　
　
　
　
（
３
）
　
　
８
　
ｎ
　
：
×
一
　
Ｈ
－
Ｈ
Ｉ
二
「
｝
一

料
巾
で
竺
と
鳩
二
術
走
の
払
大
に
川
い
、
れ
る
二
一
の
生
條
　
一
・
ニ
ブ
干
た
が
一
て
、
一
一
三
ブ
？
し
て
・
、
・

料
の
郁
分
閉
の
比
例
閑
係
す
な
わ
ち
ゴ
、
ご
ゴ
に
よ
っ
て
、
決
定
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
↑
、
一
十
Ｈ
、
。
。
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ご
十
～
二
↓
・
十
箏
げ
・
で
あ
る
か
ら
、
二
十
；

れ
る
。
そ
し
て
、
燕
門
の
に
走
牢
り
の
物
暢
沽
禁
不
変
　
・
、
一
十
、
、
む
。
二
ま
り
は
・
、
、
、
・
十
、
、
、
ゾ
ケ
十
、
！
あ
る
・

で
あ
る
叶
・
こ
の
二
っ
の
比
例
関
係
は
・
そ
に
ぞ
１
れ
ぞ
の
午
度
と
次
午
　
　
　
　
　
、
こ
十
『
、
ず
，
　
　
　
　
　
一
、
十
［
饒
、
、
　
「
。
十
一
、
一
、

度
に
お
け
る
二
郁
門
の
比
例
閑
床
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
さ
ら
に
い
え
、
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

次
年
度
と
次
次
午
度
の
労
働
乍
咋
吐
の
向
卜
、
テ
ソ
、
ホ
と
労
働
打
の
．
平
均

灼
火
貫
所
得
の
州
伽
テ
ソ
ポ
の
…
の
対
比
閑
啄
に
よ
っ
て
ｔ
ま
る
。
杜
　
　
　
　
内
包
的
拡
大
ｗ
化
雌
の
、
Ｔ
で
の
阯
会
的
町
乍
帷
の
比
例
閑
係
を
分
、
析

公
ヒ
上
携
阯
会
で
は
、
通
常
、
労
働
化
咋
咋
の
向
卜
．
、
か
、
年
々
、
労
働
■
缶
　
　
　
し
た
あ
と
、
外
延
的
払
人
岬
上
床
の
下
で
の
仕
会
的
吋
乍
水
の
比
閉
閑

の
、
平
均
的
火
灯
所
俗
の
噌
大
よ
り
は
や
い
の
て
あ
る
か
ら
、
も
し
も
、
　
　
　
床
に
つ
い
て
も
、
概
托
灼
に
の
べ
て
お
こ
う
こ
な
、
せ
斤
、
ら
、
ば
、
件
怖
の

そ
の
他
の
硬
ぶ
の
変
化
を
考
喧
し
な
い
な
一
ｉ
り
、
ば
、
牛
水
資
朴
災
池
の
た
　
　
　
比
例
お
よ
び
そ
の
州
九
閑
床
に
っ
い
／
、
の
入
ぎ
の
分
肝
は
、
斗
延
リ
旧
拡

　
　
　
　
黄
輔
苅
「
こ
と
な
る
拡
大
再
生
産
の
途
の
下
で
の
祉
会
主
炎
的
、
再
生
唯
の
比
例
閑
斥
こ
つ
い
て
」
（
じ
罫
）
　
一
〇
七
　
（
二
八
三
）
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大
再
生
産
に
若
干
適
用
さ
れ
る
。

　
労
働
者
数
の
増
加
し
た
が
っ
て
生
産
に
投
下
さ
れ
る
生
き
た
労
働
量

の
増
加
は
、
杜
会
的
生
産
を
拡
大
す
る
い
ま
一
つ
の
重
要
な
途
で
あ
る
。

こ
の
種
の
拡
大
再
牛
産
（
外
延
的
拡
大
再
生
産
）
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク

ス
は
、
　
『
資
本
論
』
第
二
巻
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
詳
細
な
考
察
を
展

開
し
て
い
る
。
も
し
も
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
形
態
を
捨
象
す
る

な
ら
ぼ
、
マ
ル
ク
ス
が
明
ら
か
に
し
た
外
延
的
拡
大
再
牛
産
の
比
例
関

係
は
、
杜
会
主
義
杜
会
で
の
外
延
的
拡
大
再
生
座
に
ま
っ
た
く
適
用
さ

れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
な
さ
ね
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
杜
会
主
義
杜
会
の

外
延
的
払
大
町
生
虚
が
資
木
十
工
義
の
そ
れ
と
狼
本
的
に
こ
と
な
る
点
を

考
慮
し
、
そ
の
秋
木
的
州
述
が
杜
会
キ
義
的
再
仁
陸
の
比
例
関
係
に
お

よ
ぼ
す
形
響
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
の
一
般
的
原
理

を
さ
ら
に
具
休
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
他
の
い
く
っ

か
の
杁
木
的
区
分
を
の
ぞ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
と
閑
連
す
る
三
っ

の
杁
木
的
州
述
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
、
労
例
考
数
の
州
加
に
よ
っ
て
化
八
ム
的
小
水
を
外
延
的
に
払
人

す
る
に
は
、
前
小
水
川
川
で
、
次
小
比
川
川
の
た
め
に
、
必
些
た
辿
加

的
乍
水
竹
料
と
消
炊
汽
朴
を
準
鮒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
ら
の

数
批
は
、
物
ｎ
的
条
什
の
而
か
ら
、
次
の
小
水
州
川
に
帆
犬
し
う
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
二
八
四
）

員
数
を
決
定
す
る
。
こ
の
点
は
、
資
本
主
義
杜
会
で
あ
ろ
う
と
杜
会
士

義
杜
会
で
あ
ろ
う
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
資
木
十
工
義

杜
会
て
は
、
尤
大
な
相
対
的
過
剰
人
口
　
　
産
業
予
傭
軍
か
存
在
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
一
面
、
資
本
主
義
的
蓄
積
の
必
然
的
結
呆
で
あ
り
、

他
面
、
資
本
主
義
的
蓄
積
の
積
秤
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
資
木
士
上
義
的

生
産
方
法
の
存
立
条
件
の
一
っ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
本
宗
が
よ

り
多
く
の
利
澗
を
追
求
す
る
た
め
に
蓄
積
を
す
す
め
、
雇
舳
労
働
老
を

珊
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
小
陸
を
拡
大
す
る
時
、
　
「
近
代
資
木
主
義

的
生
産
の
幼
年
期
」
（
マ
ル
ク
ス
）
を
の
ぞ
い
て
、
か
れ
資
木
宗
が
働

き
壬
・
の
不
足
を
憂
え
る
こ
と
は
た
い
。
ま
さ
し
く
マ
ル
ク
ス
が
の
べ
た

よ
う
に
、
　
「
そ
れ
は
（
陸
業
予
榊
軍
－
著
老
）
資
木
の
砿
変
常
な
き
州

猟
慾
申
の
た
め
に
、
軌
火
的
人
口
州
加
の
伽
眼
に
か
か
わ
り
な
く
何
叶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

で
も
す
ぐ
利
川
で
き
る
人
…
材
料
を
川
逃
す
る
」
、
ま
た
、
「
資
木
に
伝

化
さ
る
べ
き
仙
命
を
も
つ
小
雌
千
股
の
分
壮
の
川
大
は
、
搾
取
さ
れ
う

る
労
働
人
口
の
照
応
的
た
川
大
お
よ
び
む
し
ろ
辿
刺
さ
え
も
廿
に
丁
も

　
　
　
　
（
２
）

と
に
甘
…
川
す
」
い
　
こ
れ
に
反
し
て
礼
八
ム
ド
大
礼
八
ム
で
は
、
労
例
杵
の
州

加
に
よ
不
仕
公
…
小
咋
の
払
人
は
、
　
一
定
の
け
附
の
あ
と
で
は
、
労
帥

資
汕
の
側
約
を
う
け
ろ
。
も
し
も
、
労
榊
汽
の
物
ｎ
的
小
咋
伽
蚊
と
非

物
町
的
小
脈
仙
火
の
…
の
紀
分
を
考
一
応
し
穴
い
と
寸
れ
ぼ
、
そ
れ
ぞ
れ

■



の
時
期
に
杜
会
的
生
産
の
拡
大
に
用
い
ら
れ
る
新
規
増
加
の
労
働
者
数
　
　
　
　
杜
会
主
義
杜
会
の
外
延
的
拡
大
再
生
産
の
こ
れ
ら
の
特
徴
と
費
本
主

は
、
人
口
の
白
然
灼
埴
加
率
と
年
令
構
成
の
制
約
を
う
け
る
こ
と
に
な
　
　
　
義
と
の
根
本
的
柵
違
は
、
杜
会
主
義
的
再
生
産
を
組
織
す
る
時
、
マ
ル

る
。
こ
の
点
は
、
杜
会
が
生
産
の
規
模
と
比
例
を
組
織
す
る
と
き
ぜ
ひ
　
　
　
ク
ス
が
提
起
し
た
基
本
表
式
と
条
件
に
従
う
ぼ
か
り
で
た
く
、
っ
ぎ
の

と
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
な
若
干
の
必
災
条
件
が
満
さ
れ
る
こ
と
を
焚
求
Ｌ
て
い
る
。
こ
れ

　
第
二
に
、
資
本
主
炎
的
拡
大
再
生
産
は
、
労
働
者
の
完
全
な
就
業
を
　
　
　
ら
の
条
件
は
、
流
本
主
養
の
外
延
的
拡
大
再
牛
産
の
情
況
下
で
は
満
さ

保
証
す
る
こ
と
を
前
提
条
件
と
せ
ず
ま
た
し
え
な
い
ぼ
か
り
か
、
逆
に
、
　
　
れ
る
必
要
は
な
い
。
総
じ
て
い
え
ぼ
、
汕
年
度
、
次
年
度
の
外
延
的
拡

資
本
の
蓄
積
は
、
一
方
で
は
「
労
働
に
対
す
る
需
婁
を
増
加
す
る
と
す
　
　
　
大
再
生
産
に
用
い
ら
れ
る
蓄
積
基
金
は
、
数
姑
上
と
構
成
上
、
次
年
度

れ
ば
、
他
方
で
は
労
働
者
の
『
漉
離
』
に
よ
っ
て
そ
の
供
給
を
増
加
す
　
　
　
に
就
業
し
え
ま
た
枕
業
す
べ
き
新
視
増
加
の
労
働
者
の
数
お
よ
び
そ
の

　
　
　
　
（
３
）

る
の
で
あ
る
」
。
杜
会
主
義
杜
会
で
は
、
雄
設
初
期
を
の
ぞ
い
て
、
失
　
　
配
分
と
適
応
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
た
い
。
具
体
的
に
い
え
ぼ
、
前
年
度
に

業
閉
題
は
存
在
し
な
い
（
初
期
の
失
業
は
革
命
前
か
ら
う
け
っ
い
だ
も
　
　
　
生
産
を
外
延
的
に
拡
大
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
蓄
砿
資
源
と
次
年
度

の
で
あ
る
）
。
　
杜
会
が
牛
産
を
組
織
す
る
時
、
ま
ず
第
一
に
、
新
規
増
　
　
　
に
新
規
増
加
の
労
働
者
の
枕
業
が
蓄
秋
資
源
に
ょ
せ
る
需
典
と
の
閉
で
、

加
の
労
働
者
を
完
全
に
就
業
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
杜
会
的
需
要
の
比
例
に
　
　
　
っ
ぎ
の
よ
う
な
三
っ
の
面
で
バ
ラ
ソ
ス
閑
係
が
保
持
さ
れ
る
。

応
じ
て
二
大
郁
門
と
緒
部
門
に
枕
業
さ
せ
る
よ
う
ぜ
ひ
と
も
保
証
し
な
　
　
　
　
ｏ
ｏ
前
年
度
、
生
産
資
料
牛
産
の
外
延
灼
拡
大
に
あ
て
ら
れ
る
化
雌
資

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
の
蓄
秩
は
、
数
撞
上
、
次
年
度
に
第
一
部
門
に
枕
茱
し
え
ま
た
枕
業

婚
三
・
集
主
薙
会
で
は
・
労
働
老
の
蛸
加
に
よ
る
生
張
大
は
・
　
す
べ
斎
増
の
篤
者
の
襲
が
こ
の
萩
に
ょ
せ
る
褒
と
繕
し

杜
会
ぜ
ん
た
い
か
ら
い
え
ぼ
、
肯
目
的
に
行
な
わ
れ
る
が
、
祉
八
ム
盲
並
　
　
　
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

杜
八
ム
で
は
、
計
画
的
に
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
種
の
計
画
性
は
、
外
延
的
　
　
　
　
閉
前
年
度
、
消
伐
資
料
生
陸
の
外
延
的
払
大
に
あ
て
ら
れ
る
牛
帷
資

拡
大
町
生
陸
を
糾
織
す
る
叶
、
各
種
の
関
連
す
る
比
例
関
係
が
忠
識
的
　
　
　
料
の
蓄
検
は
、
数
姑
上
、
次
年
度
に
犯
二
榊
門
に
枕
茱
し
え
ま
た
枕
茱

に
た
も
た
れ
る
こ
と
を
災
求
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
き
新
増
の
労
働
者
の
耽
茱
が
こ
の
蓄
秋
に
ょ
せ
る
｝
要
と
適
応
し

　
　
　
　
菰
輔
棚
「
こ
と
な
る
拡
大
再
牛
産
の
途
の
下
で
の
杜
へ
一
一
上
義
的
再
生
産
の
比
例
閥
係
に
っ
い
て
」
（
松
野
）
一
〇
九
　
（
二
八
五
ソ



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
三
号
）

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
閉
前
年
度
、
外
延
的
拡
大
再
生
産
に
用
い
ら
れ
る
消
費
資
料
の
蓄
積

は
、
数
量
上
、
次
年
度
に
就
業
し
え
ま
た
就
業
す
べ
き
新
増
の
労
働
者

の
就
業
が
こ
の
蓄
積
に
よ
せ
る
需
要
と
適
応
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い

（
既
就
業
の
労
働
者
の
平
均
所
得
の
増
加
を
考
慮
し
な
い
）
。

　
こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
関
係
が
保
持
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
外
延
的
拡
大

再
生
産
の
た
め
の
蓄
積
基
金
の
作
用
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で

ぎ
、
過
大
蓄
積
あ
る
い
は
過
小
蓄
積
と
い
う
事
態
を
回
避
し
、
ま
た
、

就
業
し
え
ま
た
就
業
す
べ
き
新
増
の
労
働
老
が
随
時
、
す
べ
て
か
つ
杜

会
的
需
要
の
比
例
に
応
じ
て
二
大
部
門
と
各
部
門
へ
就
業
す
る
こ
と
を

保
江
し
う
る
（
こ
こ
で
は
、
新
規
増
加
の
労
働
者
が
非
生
虚
的
領
域
に

就
業
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
な
い
）
。

　
し
か
し
、
前
年
度
、
次
年
度
の
外
延
的
払
大
再
牛
産
に
あ
て
ら
れ
る

蓄
積
某
金
が
、
数
撞
と
構
成
上
、
次
年
度
に
就
業
し
え
ま
た
す
べ
き
新

増
の
労
働
考
の
数
お
よ
び
そ
の
祀
分
と
の
閉
で
、
し
上
述
の
種
々
の
バ
ラ

ン
ス
関
係
を
保
持
し
う
る
た
め
に
は
、
前
年
度
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
諦

年
度
の
礼
会
的
〃
生
炊
の
撹
棋
と
一
連
の
比
例
関
係
を
う
ま
く
紅
織
し

た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
の
拡
人
町
へ
庇
の
数
例
巾
で
は
、
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
〇
　
　
（
一
一
八
六
）

年
度
か
ら
、
二
部
門
の
比
例
お
よ
び
そ
の
他
の
比
例
は
変
動
し
て
い
な

い
。
こ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
が
多
く
の
要
素
を
捨
象
し
た
た
め
で
あ
る
。

主
と
し
て
っ
ぎ
の
要
素
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
つ
す
な
わ
ち
、
い
新
増
の

労
働
老
の
生
産
基
金
装
備
率
は
、
既
就
業
の
労
働
者
の
水
準
を
保
持
す

る
。
つ
ま
り
、
既
就
業
労
働
者
の
各
部
門
へ
の
配
分
比
例
お
よ
び
各
部

門
の
生
産
の
技
術
的
構
成
が
、
不
変
で
あ
る
ぼ
か
り
で
た
く
、
新
増
の

労
働
者
も
既
枕
業
の
労
働
老
の
配
分
比
例
に
し
た
が
っ
て
配
分
さ
れ
る
。

似
新
増
の
労
働
者
お
よ
び
物
質
的
生
産
に
従
事
す
る
す
べ
て
の
労
働
者

の
平
均
的
実
質
所
得
は
不
変
で
あ
る
。
似
う
え
の
二
点
に
挑
制
さ
れ
て
、

新
増
の
労
働
者
に
あ
て
ら
れ
る
資
金
の
有
機
的
構
成
は
、
杜
会
的
生
産

の
既
存
の
平
均
的
水
準
を
保
持
す
る
。
↑
ｏ
非
生
陸
似
域
で
消
費
さ
れ
る

消
費
資
料
が
生
座
さ
れ
る
消
費
資
料
に
占
め
る
比
凧
が
不
変
で
あ
り

（
マ
ル
ク
ス
の
再
生
座
表
式
で
は
、
資
木
家
の
舳
人
的
汕
炊
の
剰
余
価

他
に
占
め
る
比
東
は
不
変
で
あ
る
）
、
　
し
た
が
っ
て
、
汕
炊
と
蓄
孤
の

比
例
も
不
変
で
あ
る
。
尖
際
上
、
生
脈
が
外
延
的
に
払
大
す
る
叶
で
も
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
変
化
す
る
、
そ
れ
故
に
、
外
延
的
払
人
仰
小
比
の
比

例
を
具
体
的
に
肌
織
す
る
叶
、
上
述
の
祁
々
の
バ
ラ
ン
ス
閑
係
を
保
狩

す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
泌
ぶ
は
み
た
考
庶
さ
れ
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

　
化
雌
の
技
術
的
桃
一
成
に
つ
い
て
い
え
ぼ
、
〃
げ
椰
川
一
の
小
水
が
外
延
…
…



に
の
み
拡
大
す
る
時
一
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
の
技
術
的
構
成
は
不
変
で
あ
　
　
　
が
既
就
業
労
働
者
の
そ
れ
と
こ
と
な
る
と
、
新
増
労
働
者
の
必
要
と
す

る
が
・
各
部
門
の
生
産
の
技
術
的
構
成
に
高
低
の
差
異
が
あ
る
の
で
、
　
ポ
新
規
増
加
の
生
産
資
金
の
有
機
的
構
成
は
、
前
年
度
の
全
杜
会
的
生

次
年
度
の
新
増
労
働
者
の
各
部
門
問
で
の
配
分
比
例
が
既
就
業
の
労
働
　
　
　
産
が
保
有
し
た
平
均
的
な
資
金
の
有
様
的
構
成
と
こ
と
な
り
う
る
。
こ

者
の
配
分
比
例
と
こ
と
な
り
さ
え
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
杜
会
的
生
産
の
　
の
点
は
、
わ
れ
わ
れ
が
一
ル
ク
ス
の
拡
大
再
生
産
の
数
例
の
第
二
年
度

平
均
的
な
生
産
の
技
術
的
構
成
は
や
は
り
変
化
し
う
る
一
上
昇
す
る
場
　
に
言
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
実
の
生
活
で
は
し
ぼ
し
ぼ
不
明
確
に

合
、
全
杜
会
的
生
産
に
つ
い
て
い
え
ば
、
内
包
的
拡
大
再
生
産
の
性
質
　
　
　
表
わ
れ
る
。
た
と
え
ぼ
、
生
産
資
料
生
産
の
優
先
的
発
展
を
保
証
す
る

を
も
っ
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
新
増
労
働
老
を
よ
り
多
く
第
一
部
門
へ
配
分
す
る
時
、
そ
の
部
門

新
規
増
加
の
労
働
者
の
平
均
的
実
質
所
得
に
お
い
て
も
、
同
様
で
あ
　
の
資
金
の
有
機
的
構
察
比
較
的
高
い
の
で
、
た
と
え
各
部
門
そ
れ
ぞ

る
４
部
門
の
生
産
が
外
延
的
に
拡
大
す
る
時
・
各
部
門
の
労
働
者
の
　
れ
の
資
金
の
有
機
的
構
成
の
変
化
を
考
慮
し
な
く
と
も
、
新
規
増
加
の

平
均
的
実
質
所
得
竺
般
に
不
変
の
妻
保
た
れ
る
こ
か
し
、
言
　
生
産
資
金
の
有
機
的
構
成
は
既
存
の
そ
れ
に
比
べ
て
高
く
着
ね
ば
な

で
あ
っ
て
も
・
各
部
門
労
働
者
の
平
均
的
実
質
所
得
に
は
差
異
が
あ
る
　
　
　
ら
な
い
。

の
で
・
新
増
労
働
者
の
配
分
が
既
就
業
の
労
働
者
の
配
分
比
例
と
こ
と
　
外
延
的
拡
大
再
生
産
の
情
況
の
下
、
労
働
者
の
平
均
的
実
質
所
得
が

な
る
時
・
新
増
労
働
者
の
平
均
的
実
質
所
得
は
や
は
り
既
就
業
の
労
働
　
　
　
変
化
す
る
時
、
新
坤
生
産
費
金
の
有
機
的
構
成
に
、
既
存
生
産
資
金
の

老
の
そ
れ
と
こ
と
な
り
う
る
。
も
し
も
、
各
部
門
の
労
働
者
の
平
均
的
　
　
　
有
機
的
構
成
と
こ
と
な
る
変
化
を
も
た
ら
す
。

火
質
所
得
が
変
化
す
る
な
ら
ぼ
、
な
お
さ
ら
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
前
年
度
、
火
産
の
外
延
的
拡
大
に
用

　
し
た
が
っ
て
、
各
部
門
生
産
が
外
延
的
に
拡
大
す
る
惰
況
の
下
、
各
　
　
　
い
ら
れ
る
蓄
秩
基
金
が
こ
と
な
る
物
炊
的
構
成
（
ゴ
＼
景
）
を
も
っ
こ

部
門
の
生
産
の
技
術
的
構
成
が
不
変
で
あ
り
、
各
部
門
の
生
産
資
金
の
　
　
　
と
を
要
請
し
、
同
時
に
後
者
を
っ
う
じ
て
礼
会
的
再
生
産
の
そ
の
他
の

有
機
的
構
成
が
不
変
で
あ
る
が
、
各
部
門
の
生
産
資
金
の
有
機
的
構
成
　
　
　
多
く
の
比
例
に
彬
響
す
る
こ
と
に
も
た
る
、
こ
れ
ら
の
点
に
っ
い
て
は

に
は
火
際
的
な
差
異
が
あ
る
の
で
、
新
増
労
働
者
の
斉
部
門
へ
の
配
分
　
　
　
す
で
に
論
及
し
た
の
で
、
再
約
す
る
こ
と
は
さ
け
る
。

　
　
　
　
童
輔
祀
「
こ
と
な
る
拡
大
再
生
産
の
途
の
下
で
の
礼
会
主
義
的
再
生
産
の
比
例
関
係
に
つ
い
て
」
（
松
野
）
一
一
一
　
（
二
八
七
）
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非
生
産
的
領
域
で
の
消
費
が
外
延
的
拡
大
再
生
産
の
各
種
の
比
例
に

も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
も
、
一
般
的
関
係
の
上
で
は
す
で
に
の
べ
た
。

　
こ
こ
で
か
さ
ね
て
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ

が
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
を
組
織
す
る
時
、
新
規
増
加
の
労
働
者
の
配

分
を
考
慮
す
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
そ
の
数
量
を
も
考
慮
し
な
げ
れ
ぼ
な

ら
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
か
れ
ら
が
随
時
す
べ
て
就
業
し
う
る
よ

う
保
証
す
る
に
は
、
前
年
度
の
杜
会
的
牛
産
の
規
模
と
比
例
を
組
織
す

る
ぼ
か
り
か
、
数
年
度
前
か
ら
組
織
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
を
あ
げ
て

の
べ
る
な
ら
ぼ
、
あ
る
年
度
、
二
部
門
の
生
産
の
規
模
と
そ
の
比
例
が

一
定
で
あ
る
と
仮
定
し
、
も
し
も
、
そ
の
各
部
門
の
単
位
生
産
物
当
り

の
物
質
的
消
耗
の
変
化
を
考
慮
し
な
い
な
ら
ぼ
、
そ
の
年
度
に
生
虚
さ

れ
る
生
産
衡
料
中
で
蓄
積
に
あ
て
ら
れ
る
生
産
資
料
の
数
量
は
、
実
際

上
す
で
に
定
ま
る
（
上
述
の
数
例
の
塘
三
の
情
況
を
参
照
）
。
　
ま
た
、

対
外
貴
易
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
な
い
た
ら
ぼ
、
変
動
の
余
地
は
き
わ

め
て
わ
ず
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
年
度
に
蓄
積
さ
れ
て
生
産

を
外
延
的
に
拡
大
さ
せ
る
生
産
資
料
を
次
年
度
の
新
増
労
働
者
の
数
と

適
応
さ
せ
る
た
め
に
は
、
は
や
く
も
そ
の
年
度
以
前
に
、
杜
八
ム
的
生
産

の
規
模
と
比
例
を
組
織
す
る
時
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

消
費
費
料
に
っ
い
て
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
年
度
の
二
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
二
八
八
）

の
規
模
と
比
例
が
一
定
で
あ
る
時
、
も
し
各
部
門
労
働
者
の
平
均
的
実

質
所
得
の
変
化
を
考
慮
し
な
い
な
ら
ぼ
、
そ
の
年
度
に
生
産
さ
れ
る
消

費
資
料
の
中
で
物
質
的
生
産
に
従
事
す
る
労
働
者
の
消
費
に
あ
て
ら
れ

る
消
費
資
料
は
、
数
量
上
す
で
に
定
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
況
の

下
で
、
一
定
の
限
度
内
、
非
生
産
的
領
域
で
の
消
費
の
規
模
を
調
節
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蓄
積
さ
れ
る
消
費
資
料
の
数
量
を
調
節
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
可
能
で
あ
る
（
上
述
の
数
列
中
の
雄
二
、
第
三
の
情
況
を

参
照
）
。
　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
規
増
加
の
労
働
者
の
数
と
適
応
さ

せ
う
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
可
能
性
に
は
結
局
眼
度
が
あ
り
、
主
と

し
て
は
や
は
り
そ
の
年
度
以
前
に
、
杜
八
ム
的
牛
産
の
規
模
と
比
例
を
組

織
す
る
時
に
、
配
慮
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
（
１
）
　
『
資
本
論
』
青
木
文
庫
　
箪
四
分
冊
　
九
八
○
頁
。

　
（
２
）
　
前
同
芯
　
塘
九
分
冊
　
三
二
一
頁
。

　
（
３
）
　
苅
同
篶
　
第
四
分
冊
　
九
九
〇
頁
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
労
働
各
の
州
舳
と
労
働
乍
雌
件
の
向
上
と
い

う
二
っ
の
牛
産
払
大
の
途
に
お
け
る
、
化
会
的
町
化
産
の
比
例
関
係
を

そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
た
二
批
火
の
乍
｛
で
は
、
二
っ
の
途
を
っ
う
ず
る
生



産
拡
大
は
結
合
し
て
行
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
二
つ
の
途
の
多
様
な
結
　
　
　
中
、
第
一
部
門
生
産
の
拡
大
に
用
い
ら
れ
る
牛
産
資
料
と
第
二
部
門
生

合
は
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
関
係
に
多
く
の
複
雑
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
　
　
産
の
拡
大
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
問
の
比
例
、
伺
第
一
部
門
生
産

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
結
合
が
ど
の
よ
う
に
多
様
で
あ
ろ
う
と
も
、
　
〔
影
　
　
　
物
中
、
生
産
資
料
生
産
の
た
め
の
乍
産
資
料
と
消
費
資
料
生
産
の
た
め

響
は
〕
ま
ず
、
牛
産
拡
大
に
必
要
な
新
規
増
加
の
生
産
資
金
の
数
量
お
　
　
　
の
生
産
資
料
の
問
の
比
例
、
ゆ
第
二
部
門
生
産
物
中
、
物
質
的
生
産
に

よ
び
そ
の
実
物
量
上
で
の
有
機
的
構
成
の
変
化
の
う
え
に
、
集
中
的
に
　
　
　
従
事
す
る
労
働
者
の
個
人
的
消
費
に
あ
て
ら
れ
る
消
費
資
料
、
非
生
産

あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
う
え
、
後
老
を
つ
う
じ
て
、
蓄
積
に
用
い
ら
れ
る
　
　
　
的
領
域
で
の
消
費
に
あ
て
ら
れ
る
消
費
資
料
お
よ
び
蓄
積
に
用
い
ら
れ

生
産
資
料
と
消
費
資
料
の
数
量
と
比
例
関
係
お
よ
び
蓄
積
に
ー
用
い
ら
れ
　
　
　
る
消
費
資
料
の
問
の
比
例
。
こ
れ
ら
の
比
例
は
そ
れ
ぞ
れ
互
い
に
関
連

る
生
産
資
料
中
の
雄
一
部
門
と
第
二
都
門
の
生
産
拡
大
に
用
い
ら
れ
る
　
　
　
し
規
制
し
あ
う
。
他
方
、
あ
と
に
っ
づ
く
年
度
の
杜
会
的
再
生
産
に
お

数
量
と
そ
の
比
例
関
係
に
影
響
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
二
っ
の
比
例
関
係
　
　
　
い
て
も
、
っ
ぎ
の
い
く
っ
か
の
比
例
を
う
ま
く
紅
織
し
な
け
れ
ぼ
な
ら

を
っ
う
じ
て
杜
会
的
再
生
産
の
実
物
量
に
表
現
さ
れ
る
そ
の
他
の
比
例
　
　
　
た
い
。
す
な
わ
ち
、
い
新
規
増
加
の
労
働
者
の
二
部
門
の
問
の
配
分
比

関
係
に
影
響
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
、
似
二
部
門
の
労
働
生
産
性
の
向
上
テ
ン
ポ
の
問
の
比
例
、
閉
二
部

　
上
述
し
た
こ
と
を
総
括
す
れ
ぼ
、
杜
会
十
工
義
杜
会
で
、
前
年
度
、
生
　
　
　
門
の
労
働
者
の
平
均
的
実
質
所
得
の
増
大
テ
ソ
ポ
の
問
の
比
例
、
↑
ｏ
杜

産
の
外
延
的
と
内
包
的
拡
大
に
用
い
ら
れ
る
蓄
積
基
金
を
、
数
量
上
と
　
　
　
会
的
生
産
ぜ
ん
た
い
の
平
均
的
労
働
生
嵯
性
の
向
上
テ
ン
ポ
と
労
働
者

構
成
上
、
次
年
度
の
労
働
者
増
加
と
労
働
牛
産
性
向
上
が
新
規
増
加
の
　
　
　
の
平
均
的
実
質
所
得
の
増
大
テ
ン
ポ
の
問
の
比
例
、
あ
る
い
は
、
こ
の

生
産
資
金
の
数
最
と
構
成
に
よ
せ
る
需
要
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
は
、
　
　
　
四
っ
の
要
素
が
集
中
的
に
衣
現
す
る
と
こ
ろ
の
、
新
悦
に
州
加
し
な
け

主
と
し
て
、
前
年
度
た
い
し
前
前
年
度
の
礼
八
ム
的
呵
生
産
に
お
け
る
っ
　
　
　
れ
ぱ
な
ら
ぬ
生
産
資
金
の
実
物
姑
で
表
塊
さ
れ
る
有
機
的
構
成
。
こ
の

ぎ
の
よ
う
た
い
く
っ
か
の
琢
要
な
比
例
を
炊
識
的
に
組
織
し
な
け
れ
ぼ
　
　
　
二
組
の
比
例
関
係
の
問
に
は
ま
た
互
い
に
適
応
す
る
関
係
が
存
在
す
べ

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ぢ
、
○
〇
二
部
門
の
比
例
、
似
蓄
積
と
消
費
の
比
例
、
　
　
き
で
あ
る
。

卿
蓄
積
堪
倫
中
の
生
産
資
料
と
消
費
資
料
の
比
例
、
↑
ｏ
生
雇
質
料
蓄
積
　
　
　
　
以
上
の
べ
た
こ
と
か
ら
、
祉
八
ム
的
仰
生
咋
が
不
断
に
連
続
し
た
流
で

　
　
　
　
董
輔
祀
「
こ
と
な
る
拡
大
再
生
陸
の
途
の
下
で
の
礼
会
主
義
的
ｗ
生
産
の
比
例
閑
係
に
っ
い
て
」
（
松
野
）
一
一
三
　
（
二
八
九
）
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あ
り
、
ど
の
年
度
の
杜
会
的
再
生
産
も
す
べ
て
そ
の
他
の
各
年
度
の
杜

会
的
再
生
産
と
わ
か
ち
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
年
度
の
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
を
組
織
す
る
時
も
、
全
体
を

配
慮
し
、
前
後
を
配
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
民
経
済
バ
ラ

ソ
ス
の
視
点
か
ら
、
そ
の
年
度
の
資
源
と
需
要
の
問
の
パ
ラ
ソ
ス
を
考

慮
す
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
前
年
度
の
生
産
拡
大
の
資
源
と
そ
の
年
度
の

生
産
拡
大
の
需
要
の
問
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
他
方
、
そ
の
年
度
の

生
産
拡
大
の
資
源
と
次
年
度
以
降
諸
年
度
の
生
産
拡
大
の
需
要
と
の
問

の
バ
ラ
ン
ス
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

四
　
（
二
九
〇
）


